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本日　７月23日㈬ 12：30  ザ クラウンパレス新阪急高知
　　　ゲストスピーチ
　　　 「長期交換留学生スピーチ」

長期交換留学生（出国挨拶） 久保　心和 さん
長期交換留学生（帰国挨拶） ケネディ イシャウッド さん

次週　７月30日㈬

　　　 　ロ　ー　タ　リ　ー　休　日

第2672回　例会報告／令和７年７月９日　天候　晴
◇ロータリーソング
  「我らの生業」
◇来訪ロータリアン及びお客様
　高知第Ⅰ分区ガバナー補佐
　　二宮邦江 氏（高知ロイヤルＲＣ）
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
暑い日が続いていますが、
皆さま、体調の方はいか
がでしょうか。私は心労
が溜まって、体調を崩し
て喉がかれています。

ちょっとお聞き苦しいかと思いますが、ご容
赦いただきたいと思います。
　世間を賑わしていた７月５日問題（大きな
地震が起きるという根拠なき災害予言）、私
の知り合いは北海道へ疎開していましたが、
何事もなく無事に終わって少し安堵していま
す。
　先週の会長方針でお話しました東ＲＣクラ
ブメンバーとしての矜持について、お話しま
す。
　矜持とは、辞書によると「概ね、その道を
歩んできた者としての確固たる信念に立脚し、
相手によって恥じたり、引け目を感じたりす
るような相対的なものではなく、自己の尊厳
に密接に関わるというニュアンスを込めて用
いられる」とあります。
　では、東ＲＣメンバーとしての矜持とは何
でしょうか。私は不動産業を営んでおり、ロ

ータリーメンバーとして、その職業奉仕の一
つとして、四つのテストを実践し、常に高い
倫理観と高潔性を念頭に置いて仕事をしてい
ます。多様性を尊重するクラブとしてメンバ
ーそれぞれの矜持があってもよいと考えてい
ます。矜持とは、人から押し付けられるもの
ではなく、まして、人に強要するようなこと
であってはならないと思っています。会員同
士の触れ合いの中で、様々な気づきを得て、
学び、そして矜持を持つことができれば、ま
さに「例会は、人生の道場」になるものだと
思います。
　当クラブもそのようなクラブであってほし
いと切に願っています。驕り高ぶることなく、
襟を正し、自分自身の矜持について、今一度、
メンバー一人一人が考えていただきたいと
思っています。
　本日は、委員会発表です。委員長の皆さん、
よろしくお願いいたします。また、本日は高
知ロイヤルＲＣから高知第Ⅰ分区の二宮ガバ
ナー補佐がお越しになっています。後ほどご
挨拶をいただきます。
◇高知第Ⅰ分区ガバナー補佐
　二宮邦江氏（高知ロイヤルＲＣ）挨拶

　歴史も古く、ガバナー
補佐もたくさん輩出され
ているこのクラブでご挨
拶をさせていただくこと、
大変恐縮です。
　この度、2025－2026年
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度　国際ロータリー第2670地区　高知第Ⅰ分
区ガバナー補佐を務めます高知ロイヤルＲＣ
の二宮邦江と申します。どうぞよろしくお願
いいたします。
　職業分類は「金融」ですが、現在は不動産
賃貸業を主にしております。ロータリー歴15
年の中で、所属クラブでは会長、地区では国
際奉仕委員会に２年間たずさわるなど、かけ
がえの無い経験を積ませていただきました。
これらの経験を活かし、今期はガバナー補佐
として皆さまの活動を心を込めて支えたいと
願っております。
　今期のフランチェスコ・アレッツオ会長は
「よいことのために手を取りあおう」と、カ
ルガリーの国際大会で世界中のロータリーに
発信されました。私は少し無理をしてカナダ
に行って、国際大会に参加して生の声を聞い
てまいりました。
　そして、地区の織田英正ガバナーは「地域
に密着したロータリーを目指そう」と、地域
に寄り添う、温かいメッセージを掲げていま
す。このメッセージを胸に、皆さんと地区の
間により深く、より確かな絆を結ぶお手伝い
ができれば、これほど嬉しいことはありませ
ん。微力ではありますが、皆さまの声に耳を
傾け、各クラブがより輝き、地区全体が地域
に密着した奉仕の心で結ばれるよう、精一杯
努力いたします。
　これからの１年間、高知東ＲＣが西森会長、
野町幹事はじめ、皆さまとともに有意義なロ

ータリーライフを築けますことを心より楽し
みにしています。どうぞ、よろしくお願いい
たします。
◇国際奉仕委員会より
　短期交換学生２人が来高し、７月11日18時
30分より得月樓で歓迎パーティを開きます。
翌日は、にこ渕やバーベキューなど、観光案
内を行います。
◇会　長　報　告
　先週の年次総会での質問について、条文を
把握していなかったことから抜かりがありま
したので報告します。
　定款第７条会合　第１節例会のｄの１番、
祝日に当たる場合、またはその週に祝日が含
まれる場合という１文があります。この説明
が抜かっていました。なお、理事会にて承認
をされていることも付け加えます。
　議論の余地が残る部分でもありますので、
次年度以降も引き続き検討していただきたい
と思います。
◇幹　事　報　告

・夏見ガバナーよりの退
　任の挨拶と理事会の議
　事録をホワイトボード
　に掲載していますので
　ご確認ください。
・国際大会の案内資料が

届いています。詳細は事務局まで
・皆出席賞の図書カードをレターボックスに
入れています。

◎ＳＡＡ（発表：前田　博）
　ＳＡＡ、別称・会場監
督と言われます。その任
務は、例会をはじめ各種
会合が秩序良く、また楽
しく、品位と品格を持っ
て執り行われるよう設営

・監督する責任を有します。会員相互が尊重
し合いながら、他者を慮ることができるよ
う、職務に邁進いたします。
【具体的職務内容】
①　例会の司会進行

②　例会場の開門・閉門
③　例会場への入場・退場の許可
④　遅刻・早退の承認や拒否
⑤　私語に対する警告、携帯電話の使用禁
止
⑥　例会場の秩序を乱す行為に対する警告
と退場命令
⑦　卓話の時間励行
⑧　例会場の設営…テーブルの配置、座席
の指定（親睦委員会と共に）
⑨　食事の献立
⑩　ニコニコ箱の管理と発表、募金状況の

報告
　以上、幹事・プログラム委員会・親睦委員
会と密な連携を取りながら、ＳＡＡ活動に努
めます。
◎職業奉仕委員会（発表：山村一正）

【基本方針】
　ロータリー五大奉仕の
一つである職業奉仕の目
的は、事業・専門職等の
道徳的水準や品位を考察
・理解し、社会への貢献

や奉仕活動を尊重していくという認識を会員
相互に深め、ロータリーの奉仕の理念を広く
高揚していくものと考えられる。
　会員同士が自己の職業上での技能や行動を
以て互いの研鑚や気づきの一つとできるよう
な魅力的なプロジェクトを開発することや、
それによってロータリーという組織の役割や
様々な職種について理解を深める一助となる
事を推進したい。
１．「四つのテスト」の推進
・「四つのテスト」の歌を第一例会毎に斉唱
・新入会員に「四つのテスト」の綱領を配
付

２．「職業の宣言」の推進
・新入会員に「職業の宣言」を配付
３．「職業奉仕月間（１月）」
　　　　予定日１月28日　水曜日
・職場例会を開催
　（１月最後の水曜日例会日）
・会員もしくは職業奉仕に造詣の深い講師
に卓話を依頼

※共にプログラム委員会と協力して行う
◎社会奉仕委員会（発表：藤村健治）

【基本方針】
　社会奉仕委員会は、地
域に住む人々の防災訓練
や防犯活動に支援するこ
とで、住み良い街づくり
に貢献し、チャリティー

バザーや清掃活動を行うことで、ロータリア
ンとして地域社会の創出に寄与する活動を展
開します。
【活動計画】
１．奉仕プロジェクト研究会において、ロー
タリー財団委員会等と協力し、地区補助金

の対象となる奉仕プロジェクトを推進しま
す。
２．災害に備えた活動
・９月の「防災の日」に行われる地域防災
訓練にクラブとして参加を呼びかけます。
・プログラム委員会と相談の上、専門家に
よる卓話を行うことを検討します。

３．12月に地域発展及び青少年健全育成のた
め、市内繁華街の防犯パトロールを行いま
す。
４．１月に開催される水曜会のバザーを支援
します。
５．四国八十八ヶ所について例年どおりの支
援を行います。
６．令和８年３月開催予定の「浦戸湾・七河
川一斉清掃」に参加致します。
◎青少年奉仕委員会（発表：猿田隆夫）

【基本方針】
　地域社会の未来を担う
青少年育成のため、主体
性と国際性を育む機会を
提供します。青少年の社
会参加意識を高め、思い

やりと責任感を育むことを目指し、ロータリ
ーの理念を次世代に継承していきたいと思い
ます。
１．ローターアクトクラブ
　ローターアクトクラブは、1968年に承認
された常設プログラムです。2019年からは
国際ロータリーの加盟クラブに含まれてい
ます。18歳以上の成人によって構成されま
す。
　目的は、個々の能力の開発に役立つ知識
や技能を身に付け、地域社会における物質
的、社会的なニーズに取り組み、親睦と奉
仕活動を通じて全世界の人々の間に、より
良い信頼関係を推進するための機会を提供
することにあります。
　現在、四国４県のうち、高知県のみにこ
のクラブはありません。
２．インターアクトクラブ
　インターアクトの名称は、インターナシ
ョナル（国際的）とアクション（行動）の
二つの語が複合された名称です。1962年、
国際ロータリーのプログラムになった12歳
から18歳までの青少年のための奉仕クラブ

2025－2026 会長方針   

高知東ＲＣメンバーとして
矜持を持ち、他者を慮ろう

・忘年夜間例会　　　　2025年12月17日
城西館

・観梅夜間例会　　　　2026年２月４日
得月樓

・最終夜間例会　　　　2026年６月24日
ザ クラウンパレス新阪急高知

３．野外レクリエーションを計画
４．東酔会のサポート
５．水曜会と連携し活動のお手伝い
６．新入会員の歓迎会、退会会員の送別会を
開催
７．地区大会への協力
◎ロータリー財団委員会（発表：鬼田知明）

　ロータリー財団の使命
は、ロータリアンが世界
の人々の健康状態を改善
し教育への支援を高め、
貧困を救済することを通
じて「世界理解、親善・

平和」を達成できるようにすることです。そ
のために地区補助金やグローバル補助金を提
供し、ポリオ・プラスや平和の推進といった
キャンペーンを展開していきます。
　財団支援者からの自発的な寄付によって支
えられ、そこから生まれるロータリー財団の
補助金をもって、助けを必要とする地域社会
に「変化をもたらす活動」として役立ててい
きます。
１．地区補助金概要
　2024年12月に、ユネスコ無形文化遺産に
「伝統的酒造り」が登録認定されました。
この酒造りは、日本各地の伝統的文化の一
つで、この文化を後世により良い形で残し、
より発展させることで、地域に生かされた
人々や事業が活性化、発展することと考え
ます。
　現在、高知県内にある19蔵は、全国的に
みてもその品質は高く評価されています。
しかし、まだまだ発展の余地はあると考え、
伝統的酒造りをアピールするためのツール
を作成し、今後、インバウンドを含め国内
外の様々な方が高知を訪れた際に、土佐酒
文化の良さがより認知されることにより、
原料米を作る農家から最終ユーザーまで、
土佐酒に関わる様々な方に少なからず影響
を与えることと考えます。そのため、伝統

的酒造り（文化）を継承し、より発展させ
るために、その伝達ツールとしてデジタル
サイネージ１台を高知県酒造組合へ寄贈す
る。
　贈呈後に「世界に羽ばたけ！　高知の伝
統的文化の発信」という題で高知県酒造組
合より卓話をしていただく。
２．ロータリー財団への寄付
・年次寄付に昨年度同様120ドルの寄付を
お願いいたします。本年度も会費と一緒
に、前期・後期　各60ドルを微収させて
いただきます。
・ポールハリスフェロー、マルチプルポー
ルハリスフェローなど認証を受ける会員
の増加を目指します。

３．次年度地区補助金について
　各委員会と連携し、次年度地区補助金プ
ログラムについて検討を行い、地区補助金
提案書の申請を行います。
４．ロータリー財団月間
　11月にロータリー財団について理解を深
める卓話を行います。
◎会計（発表：松野宏司）

　クラブの資金管理を適
切に行い、健全な財務状
況のクラブ運営に努めま
す。
・会費の徴収
・委員会の事業費が適正

に執行されているかをチエック
・ＲＩ、地区等補助金の管理と賦課金、分担
金の支払い
・財務状況を把握し役員会、理事会、クラブ
への定期的な報告
・クラブ予算の作成とモニタリング
・年次財務報告書の作成
・次年度への健全な財務状況での引き継ぎ

です。ロータリー思想を基にした奉仕活動
を通して、地域社会や世界に向けての視野
を広くしながら他人を思いやる人間的成長
を促すことが目的です。
　現在、2670地区にインターアクト高校が
21校あります。
　高知県のインターアクトクラブ：土佐中
高等学校（高知南）、明徳義塾高等学校（仁
淀）、土佐女子高等学校（高知ロイヤル）、
高知学芸中高等学校（高知西）の４校。
３．RYLA
　　（Rotary Youth Leadership Awards）
　青少年指導者育成セミナー「リーダーの
リーダーを育てるためのセミナー」です。
　2680地区（兵庫県）の執行ガバナー（西
宮ＲＣ）と2670地区の梶浦ガバナー（松山
ＲＣ）が大阪大学の同窓であったため相談
して開始した事業です。20歳以上の成人を
受講生として大学の教養学部の内容に匹敵
する講義を聞きます。これから、社内や組
織で期待される受講生に対し、ハイレベル
な講義、テーマを与えられて答えを見つけ
ていく内容の濃い話し合い（バズセッショ
ン）、答えを発表するフォーラム、自分ひ
とりになり考える思考の時間など、他に類
を見ないセミナーです。両地区から約50人
の受講生が集まります。当クラブからも将
来有望な人材を３名推薦いたします。
◎国際奉仕委員会（発表：市川哲司）

【基本理念】
　「書物などを読むこと
や通信を通じて、さらに
は、他国の人々を助ける
ことを目的としたクラブ
のあらゆる活動やプロジ

ェクトに協力することを通じて、他国の人々
とその文化や慣習、功績、問題に対する認識
を培うことによって国際理解､親善､平和を推
進するために会員が行う活動からなるもので
ある」と標準ロータリークラブ定款第６条に
定義されています。
【事業計画】
１．短期交換学生事業について
・７月11日から７月14日まで４泊５日で短
期交換学生（２名）の受け入れ
・７月11日に得月樓にてウエルカムパーテ

　ィを開催予定
・７月12日に短期交換学生を観光案内予定
２．長期交換事業について
・本年度、長期交換留学生の受け入れ計画
はありません。

３．書き損じはがきのユネスコ寄付活動につ
いて
・引き続き寄付活動を協力します
４．その他国際奉仕に関わる事業を企画運営
する。
◎クラブ奉仕委員会（発表：土居祐三）

　８つの委員会（出席・
親睦・雑誌会報・会員増
強退会防止・会員選考職
業分類・プログラム・広
報ＩＴ・ロータリー情報）
の日々の活動について、

私が何か言う必要はないかと思いますが、西
森会長の今年度のテーマ「高知東ロータリー
クラブのメンバーとしての矜持を持ち、他者
を慮ろう」に沿った委員会活動がなされてい
るかどうかは、見ていきたいと思っています。
そして、各委員会の一委員として、活動を推
進していきたいと考え、その中でも会員増強
に関しては、クラブ運営の根幹にかかわるこ
とでもあり、特に注力していきます。
◎親睦委員会（発表：今西　博）

【基本方針】
　今年度の親睦委員会は
会員同士がお互いの交流
を図り、また新入会員が
積極的にクラブ活動にな
じめるよう努めます。そ

のために例会をはじめとして、多くの会員が
参加できる委員会活動を行います。
【活動計画】
１．例会協力
①　例会時に会員を明るく暖かくお迎えで
きるよう心掛けます
②　来訪ロータリアンを歓迎し、場内での
案内や紹介を行います
③　例会ではＳＡＡやプログラム委員と連
携しながら、ソングリーダーを務めます

２．夜間例会（年４回の家族例会として開催）
・創立記念夜間例会　　2025年10月８日
ザ クラウンパレス新阪急高知

•二宮邦江　本日はありがとうございました。
•西森良文　各委員長の皆さま、事業計画発
表ありがとうございました。次週もよろしく
お願いします。
•岡﨑勇樹　先週土曜日に米山記念奨学生の
卓話勉強会が県民文化ホールで行われました。
奨学生に卓話してもらい、カウンセラーや学
友会（米山記念奨学生を卒業された方）にも
所感を述べてもらいました。そこで、学友の
一人からは、ここ最近では大学の補助金もか
なり減ってきている中、米山記念奨学金を受
けれたのは本当にうれしかったし、恩を感じ
ているという言葉をもらいました。そして、
いつか日本との懸け橋になるという強い言葉
で意思表示をしていました。とても感動する
話を聞けてよかったです。また、今の奨学生
に向けては、米山記念奨学金を受けている以

上は、日本語ももっと勉強すべきだという言
葉もあり、心から日本との懸け橋になろうと
いう気持ちが見えて、感じた素晴らしい卓話
勉強会でした。
•前川美智子　二宮邦江ガバナー補佐、１年
間よろしくお願いいたします。大変ですが、
楽しんでください。
•鬼田知明　委員会発表ありがとうございま
した。増田副委員長、西山委員、１年間よろ
しくお願いします。
•有田憲一　皆出席賞、ありがとうございま
す。
•島村信一　入会祝い、誕生日祝いありがと
うございました。
•松岡英雄　入会記念品お礼。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもありが
とうございます。
◇遅刻　３件
◇早退　１件



◇ロータリーソング
  「我らの生業」
◇来訪ロータリアン及びお客様
　高知第Ⅰ分区ガバナー補佐
　　二宮邦江 氏（高知ロイヤルＲＣ）
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
暑い日が続いていますが、
皆さま、体調の方はいか
がでしょうか。私は心労
が溜まって、体調を崩し
て喉がかれています。

ちょっとお聞き苦しいかと思いますが、ご容
赦いただきたいと思います。
　世間を賑わしていた７月５日問題（大きな
地震が起きるという根拠なき災害予言）、私
の知り合いは北海道へ疎開していましたが、
何事もなく無事に終わって少し安堵していま
す。
　先週の会長方針でお話しました東ＲＣクラ
ブメンバーとしての矜持について、お話しま
す。
　矜持とは、辞書によると「概ね、その道を
歩んできた者としての確固たる信念に立脚し、
相手によって恥じたり、引け目を感じたりす
るような相対的なものではなく、自己の尊厳
に密接に関わるというニュアンスを込めて用
いられる」とあります。
　では、東ＲＣメンバーとしての矜持とは何
でしょうか。私は不動産業を営んでおり、ロ

ータリーメンバーとして、その職業奉仕の一
つとして、四つのテストを実践し、常に高い
倫理観と高潔性を念頭に置いて仕事をしてい
ます。多様性を尊重するクラブとしてメンバ
ーそれぞれの矜持があってもよいと考えてい
ます。矜持とは、人から押し付けられるもの
ではなく、まして、人に強要するようなこと
であってはならないと思っています。会員同
士の触れ合いの中で、様々な気づきを得て、
学び、そして矜持を持つことができれば、ま
さに「例会は、人生の道場」になるものだと
思います。
　当クラブもそのようなクラブであってほし
いと切に願っています。驕り高ぶることなく、
襟を正し、自分自身の矜持について、今一度、
メンバー一人一人が考えていただきたいと
思っています。
　本日は、委員会発表です。委員長の皆さん、
よろしくお願いいたします。また、本日は高
知ロイヤルＲＣから高知第Ⅰ分区の二宮ガバ
ナー補佐がお越しになっています。後ほどご
挨拶をいただきます。
◇高知第Ⅰ分区ガバナー補佐
　二宮邦江氏（高知ロイヤルＲＣ）挨拶

　歴史も古く、ガバナー
補佐もたくさん輩出され
ているこのクラブでご挨
拶をさせていただくこと、
大変恐縮です。
　この度、2025－2026年
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度　国際ロータリー第2670地区　高知第Ⅰ分
区ガバナー補佐を務めます高知ロイヤルＲＣ
の二宮邦江と申します。どうぞよろしくお願
いいたします。
　職業分類は「金融」ですが、現在は不動産
賃貸業を主にしております。ロータリー歴15
年の中で、所属クラブでは会長、地区では国
際奉仕委員会に２年間たずさわるなど、かけ
がえの無い経験を積ませていただきました。
これらの経験を活かし、今期はガバナー補佐
として皆さまの活動を心を込めて支えたいと
願っております。
　今期のフランチェスコ・アレッツオ会長は
「よいことのために手を取りあおう」と、カ
ルガリーの国際大会で世界中のロータリーに
発信されました。私は少し無理をしてカナダ
に行って、国際大会に参加して生の声を聞い
てまいりました。
　そして、地区の織田英正ガバナーは「地域
に密着したロータリーを目指そう」と、地域
に寄り添う、温かいメッセージを掲げていま
す。このメッセージを胸に、皆さんと地区の
間により深く、より確かな絆を結ぶお手伝い
ができれば、これほど嬉しいことはありませ
ん。微力ではありますが、皆さまの声に耳を
傾け、各クラブがより輝き、地区全体が地域
に密着した奉仕の心で結ばれるよう、精一杯
努力いたします。
　これからの１年間、高知東ＲＣが西森会長、
野町幹事はじめ、皆さまとともに有意義なロ

ータリーライフを築けますことを心より楽し
みにしています。どうぞ、よろしくお願いい
たします。
◇国際奉仕委員会より
　短期交換学生２人が来高し、７月11日18時
30分より得月樓で歓迎パーティを開きます。
翌日は、にこ渕やバーベキューなど、観光案
内を行います。
◇会　長　報　告
　先週の年次総会での質問について、条文を
把握していなかったことから抜かりがありま
したので報告します。
　定款第７条会合　第１節例会のｄの１番、
祝日に当たる場合、またはその週に祝日が含
まれる場合という１文があります。この説明
が抜かっていました。なお、理事会にて承認
をされていることも付け加えます。
　議論の余地が残る部分でもありますので、
次年度以降も引き続き検討していただきたい
と思います。
◇幹　事　報　告

・夏見ガバナーよりの退
　任の挨拶と理事会の議
　事録をホワイトボード
　に掲載していますので
　ご確認ください。
・国際大会の案内資料が

届いています。詳細は事務局まで
・皆出席賞の図書カードをレターボックスに
入れています。

◎ＳＡＡ（発表：前田　博）
　ＳＡＡ、別称・会場監
督と言われます。その任
務は、例会をはじめ各種
会合が秩序良く、また楽
しく、品位と品格を持っ
て執り行われるよう設営

・監督する責任を有します。会員相互が尊重
し合いながら、他者を慮ることができるよ
う、職務に邁進いたします。
【具体的職務内容】
①　例会の司会進行

②　例会場の開門・閉門
③　例会場への入場・退場の許可
④　遅刻・早退の承認や拒否
⑤　私語に対する警告、携帯電話の使用禁
止
⑥　例会場の秩序を乱す行為に対する警告
と退場命令
⑦　卓話の時間励行
⑧　例会場の設営…テーブルの配置、座席
の指定（親睦委員会と共に）
⑨　食事の献立
⑩　ニコニコ箱の管理と発表、募金状況の

報告
　以上、幹事・プログラム委員会・親睦委員
会と密な連携を取りながら、ＳＡＡ活動に努
めます。
◎職業奉仕委員会（発表：山村一正）

【基本方針】
　ロータリー五大奉仕の
一つである職業奉仕の目
的は、事業・専門職等の
道徳的水準や品位を考察
・理解し、社会への貢献

や奉仕活動を尊重していくという認識を会員
相互に深め、ロータリーの奉仕の理念を広く
高揚していくものと考えられる。
　会員同士が自己の職業上での技能や行動を
以て互いの研鑚や気づきの一つとできるよう
な魅力的なプロジェクトを開発することや、
それによってロータリーという組織の役割や
様々な職種について理解を深める一助となる
事を推進したい。
１．「四つのテスト」の推進
・「四つのテスト」の歌を第一例会毎に斉唱
・新入会員に「四つのテスト」の綱領を配
付

２．「職業の宣言」の推進
・新入会員に「職業の宣言」を配付
３．「職業奉仕月間（１月）」
　　　　予定日１月28日　水曜日
・職場例会を開催
　（１月最後の水曜日例会日）
・会員もしくは職業奉仕に造詣の深い講師
に卓話を依頼

※共にプログラム委員会と協力して行う
◎社会奉仕委員会（発表：藤村健治）

【基本方針】
　社会奉仕委員会は、地
域に住む人々の防災訓練
や防犯活動に支援するこ
とで、住み良い街づくり
に貢献し、チャリティー

バザーや清掃活動を行うことで、ロータリア
ンとして地域社会の創出に寄与する活動を展
開します。
【活動計画】
１．奉仕プロジェクト研究会において、ロー
タリー財団委員会等と協力し、地区補助金

の対象となる奉仕プロジェクトを推進しま
す。
２．災害に備えた活動
・９月の「防災の日」に行われる地域防災
訓練にクラブとして参加を呼びかけます。
・プログラム委員会と相談の上、専門家に
よる卓話を行うことを検討します。

３．12月に地域発展及び青少年健全育成のた
め、市内繁華街の防犯パトロールを行いま
す。
４．１月に開催される水曜会のバザーを支援
します。
５．四国八十八ヶ所について例年どおりの支
援を行います。
６．令和８年３月開催予定の「浦戸湾・七河
川一斉清掃」に参加致します。
◎青少年奉仕委員会（発表：猿田隆夫）

【基本方針】
　地域社会の未来を担う
青少年育成のため、主体
性と国際性を育む機会を
提供します。青少年の社
会参加意識を高め、思い

やりと責任感を育むことを目指し、ロータリ
ーの理念を次世代に継承していきたいと思い
ます。
１．ローターアクトクラブ
　ローターアクトクラブは、1968年に承認
された常設プログラムです。2019年からは
国際ロータリーの加盟クラブに含まれてい
ます。18歳以上の成人によって構成されま
す。
　目的は、個々の能力の開発に役立つ知識
や技能を身に付け、地域社会における物質
的、社会的なニーズに取り組み、親睦と奉
仕活動を通じて全世界の人々の間に、より
良い信頼関係を推進するための機会を提供
することにあります。
　現在、四国４県のうち、高知県のみにこ
のクラブはありません。
２．インターアクトクラブ
　インターアクトの名称は、インターナシ
ョナル（国際的）とアクション（行動）の
二つの語が複合された名称です。1962年、
国際ロータリーのプログラムになった12歳
から18歳までの青少年のための奉仕クラブ

◇委員会活動計画発表・１

・忘年夜間例会　　　　2025年12月17日
城西館

・観梅夜間例会　　　　2026年２月４日
得月樓

・最終夜間例会　　　　2026年６月24日
ザ クラウンパレス新阪急高知

３．野外レクリエーションを計画
４．東酔会のサポート
５．水曜会と連携し活動のお手伝い
６．新入会員の歓迎会、退会会員の送別会を
開催
７．地区大会への協力
◎ロータリー財団委員会（発表：鬼田知明）

　ロータリー財団の使命
は、ロータリアンが世界
の人々の健康状態を改善
し教育への支援を高め、
貧困を救済することを通
じて「世界理解、親善・

平和」を達成できるようにすることです。そ
のために地区補助金やグローバル補助金を提
供し、ポリオ・プラスや平和の推進といった
キャンペーンを展開していきます。
　財団支援者からの自発的な寄付によって支
えられ、そこから生まれるロータリー財団の
補助金をもって、助けを必要とする地域社会
に「変化をもたらす活動」として役立ててい
きます。
１．地区補助金概要
　2024年12月に、ユネスコ無形文化遺産に
「伝統的酒造り」が登録認定されました。
この酒造りは、日本各地の伝統的文化の一
つで、この文化を後世により良い形で残し、
より発展させることで、地域に生かされた
人々や事業が活性化、発展することと考え
ます。
　現在、高知県内にある19蔵は、全国的に
みてもその品質は高く評価されています。
しかし、まだまだ発展の余地はあると考え、
伝統的酒造りをアピールするためのツール
を作成し、今後、インバウンドを含め国内
外の様々な方が高知を訪れた際に、土佐酒
文化の良さがより認知されることにより、
原料米を作る農家から最終ユーザーまで、
土佐酒に関わる様々な方に少なからず影響
を与えることと考えます。そのため、伝統

的酒造り（文化）を継承し、より発展させ
るために、その伝達ツールとしてデジタル
サイネージ１台を高知県酒造組合へ寄贈す
る。
　贈呈後に「世界に羽ばたけ！　高知の伝
統的文化の発信」という題で高知県酒造組
合より卓話をしていただく。
２．ロータリー財団への寄付
・年次寄付に昨年度同様120ドルの寄付を
お願いいたします。本年度も会費と一緒
に、前期・後期　各60ドルを微収させて
いただきます。
・ポールハリスフェロー、マルチプルポー
ルハリスフェローなど認証を受ける会員
の増加を目指します。

３．次年度地区補助金について
　各委員会と連携し、次年度地区補助金プ
ログラムについて検討を行い、地区補助金
提案書の申請を行います。
４．ロータリー財団月間
　11月にロータリー財団について理解を深
める卓話を行います。
◎会計（発表：松野宏司）

　クラブの資金管理を適
切に行い、健全な財務状
況のクラブ運営に努めま
す。
・会費の徴収
・委員会の事業費が適正

に執行されているかをチエック
・ＲＩ、地区等補助金の管理と賦課金、分担
金の支払い
・財務状況を把握し役員会、理事会、クラブ
への定期的な報告
・クラブ予算の作成とモニタリング
・年次財務報告書の作成
・次年度への健全な財務状況での引き継ぎ

です。ロータリー思想を基にした奉仕活動
を通して、地域社会や世界に向けての視野
を広くしながら他人を思いやる人間的成長
を促すことが目的です。
　現在、2670地区にインターアクト高校が
21校あります。
　高知県のインターアクトクラブ：土佐中
高等学校（高知南）、明徳義塾高等学校（仁
淀）、土佐女子高等学校（高知ロイヤル）、
高知学芸中高等学校（高知西）の４校。
３．RYLA
　　（Rotary Youth Leadership Awards）
　青少年指導者育成セミナー「リーダーの
リーダーを育てるためのセミナー」です。
　2680地区（兵庫県）の執行ガバナー（西
宮ＲＣ）と2670地区の梶浦ガバナー（松山
ＲＣ）が大阪大学の同窓であったため相談
して開始した事業です。20歳以上の成人を
受講生として大学の教養学部の内容に匹敵
する講義を聞きます。これから、社内や組
織で期待される受講生に対し、ハイレベル
な講義、テーマを与えられて答えを見つけ
ていく内容の濃い話し合い（バズセッショ
ン）、答えを発表するフォーラム、自分ひ
とりになり考える思考の時間など、他に類
を見ないセミナーです。両地区から約50人
の受講生が集まります。当クラブからも将
来有望な人材を３名推薦いたします。
◎国際奉仕委員会（発表：市川哲司）

【基本理念】
　「書物などを読むこと
や通信を通じて、さらに
は、他国の人々を助ける
ことを目的としたクラブ
のあらゆる活動やプロジ

ェクトに協力することを通じて、他国の人々
とその文化や慣習、功績、問題に対する認識
を培うことによって国際理解､親善､平和を推
進するために会員が行う活動からなるもので
ある」と標準ロータリークラブ定款第６条に
定義されています。
【事業計画】
１．短期交換学生事業について
・７月11日から７月14日まで４泊５日で短
期交換学生（２名）の受け入れ
・７月11日に得月樓にてウエルカムパーテ

　ィを開催予定
・７月12日に短期交換学生を観光案内予定
２．長期交換事業について
・本年度、長期交換留学生の受け入れ計画
はありません。

３．書き損じはがきのユネスコ寄付活動につ
いて
・引き続き寄付活動を協力します
４．その他国際奉仕に関わる事業を企画運営
する。
◎クラブ奉仕委員会（発表：土居祐三）

　８つの委員会（出席・
親睦・雑誌会報・会員増
強退会防止・会員選考職
業分類・プログラム・広
報ＩＴ・ロータリー情報）
の日々の活動について、

私が何か言う必要はないかと思いますが、西
森会長の今年度のテーマ「高知東ロータリー
クラブのメンバーとしての矜持を持ち、他者
を慮ろう」に沿った委員会活動がなされてい
るかどうかは、見ていきたいと思っています。
そして、各委員会の一委員として、活動を推
進していきたいと考え、その中でも会員増強
に関しては、クラブ運営の根幹にかかわるこ
とでもあり、特に注力していきます。
◎親睦委員会（発表：今西　博）

【基本方針】
　今年度の親睦委員会は
会員同士がお互いの交流
を図り、また新入会員が
積極的にクラブ活動にな
じめるよう努めます。そ

のために例会をはじめとして、多くの会員が
参加できる委員会活動を行います。
【活動計画】
１．例会協力
①　例会時に会員を明るく暖かくお迎えで
きるよう心掛けます
②　来訪ロータリアンを歓迎し、場内での
案内や紹介を行います
③　例会ではＳＡＡやプログラム委員と連
携しながら、ソングリーダーを務めます

２．夜間例会（年４回の家族例会として開催）
・創立記念夜間例会　　2025年10月８日
ザ クラウンパレス新阪急高知

•二宮邦江　本日はありがとうございました。
•西森良文　各委員長の皆さま、事業計画発
表ありがとうございました。次週もよろしく
お願いします。
•岡﨑勇樹　先週土曜日に米山記念奨学生の
卓話勉強会が県民文化ホールで行われました。
奨学生に卓話してもらい、カウンセラーや学
友会（米山記念奨学生を卒業された方）にも
所感を述べてもらいました。そこで、学友の
一人からは、ここ最近では大学の補助金もか
なり減ってきている中、米山記念奨学金を受
けれたのは本当にうれしかったし、恩を感じ
ているという言葉をもらいました。そして、
いつか日本との懸け橋になるという強い言葉
で意思表示をしていました。とても感動する
話を聞けてよかったです。また、今の奨学生
に向けては、米山記念奨学金を受けている以

上は、日本語ももっと勉強すべきだという言
葉もあり、心から日本との懸け橋になろうと
いう気持ちが見えて、感じた素晴らしい卓話
勉強会でした。
•前川美智子　二宮邦江ガバナー補佐、１年
間よろしくお願いいたします。大変ですが、
楽しんでください。
•鬼田知明　委員会発表ありがとうございま
した。増田副委員長、西山委員、１年間よろ
しくお願いします。
•有田憲一　皆出席賞、ありがとうございま
す。
•島村信一　入会祝い、誕生日祝いありがと
うございました。
•松岡英雄　入会記念品お礼。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもありが
とうございます。
◇遅刻　３件
◇早退　１件



◇ロータリーソング
  「我らの生業」
◇来訪ロータリアン及びお客様
　高知第Ⅰ分区ガバナー補佐
　　二宮邦江 氏（高知ロイヤルＲＣ）
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
暑い日が続いていますが、
皆さま、体調の方はいか
がでしょうか。私は心労
が溜まって、体調を崩し
て喉がかれています。

ちょっとお聞き苦しいかと思いますが、ご容
赦いただきたいと思います。
　世間を賑わしていた７月５日問題（大きな
地震が起きるという根拠なき災害予言）、私
の知り合いは北海道へ疎開していましたが、
何事もなく無事に終わって少し安堵していま
す。
　先週の会長方針でお話しました東ＲＣクラ
ブメンバーとしての矜持について、お話しま
す。
　矜持とは、辞書によると「概ね、その道を
歩んできた者としての確固たる信念に立脚し、
相手によって恥じたり、引け目を感じたりす
るような相対的なものではなく、自己の尊厳
に密接に関わるというニュアンスを込めて用
いられる」とあります。
　では、東ＲＣメンバーとしての矜持とは何
でしょうか。私は不動産業を営んでおり、ロ

ータリーメンバーとして、その職業奉仕の一
つとして、四つのテストを実践し、常に高い
倫理観と高潔性を念頭に置いて仕事をしてい
ます。多様性を尊重するクラブとしてメンバ
ーそれぞれの矜持があってもよいと考えてい
ます。矜持とは、人から押し付けられるもの
ではなく、まして、人に強要するようなこと
であってはならないと思っています。会員同
士の触れ合いの中で、様々な気づきを得て、
学び、そして矜持を持つことができれば、ま
さに「例会は、人生の道場」になるものだと
思います。
　当クラブもそのようなクラブであってほし
いと切に願っています。驕り高ぶることなく、
襟を正し、自分自身の矜持について、今一度、
メンバー一人一人が考えていただきたいと
思っています。
　本日は、委員会発表です。委員長の皆さん、
よろしくお願いいたします。また、本日は高
知ロイヤルＲＣから高知第Ⅰ分区の二宮ガバ
ナー補佐がお越しになっています。後ほどご
挨拶をいただきます。
◇高知第Ⅰ分区ガバナー補佐
　二宮邦江氏（高知ロイヤルＲＣ）挨拶

　歴史も古く、ガバナー
補佐もたくさん輩出され
ているこのクラブでご挨
拶をさせていただくこと、
大変恐縮です。
　この度、2025－2026年
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度　国際ロータリー第2670地区　高知第Ⅰ分
区ガバナー補佐を務めます高知ロイヤルＲＣ
の二宮邦江と申します。どうぞよろしくお願
いいたします。
　職業分類は「金融」ですが、現在は不動産
賃貸業を主にしております。ロータリー歴15
年の中で、所属クラブでは会長、地区では国
際奉仕委員会に２年間たずさわるなど、かけ
がえの無い経験を積ませていただきました。
これらの経験を活かし、今期はガバナー補佐
として皆さまの活動を心を込めて支えたいと
願っております。
　今期のフランチェスコ・アレッツオ会長は
「よいことのために手を取りあおう」と、カ
ルガリーの国際大会で世界中のロータリーに
発信されました。私は少し無理をしてカナダ
に行って、国際大会に参加して生の声を聞い
てまいりました。
　そして、地区の織田英正ガバナーは「地域
に密着したロータリーを目指そう」と、地域
に寄り添う、温かいメッセージを掲げていま
す。このメッセージを胸に、皆さんと地区の
間により深く、より確かな絆を結ぶお手伝い
ができれば、これほど嬉しいことはありませ
ん。微力ではありますが、皆さまの声に耳を
傾け、各クラブがより輝き、地区全体が地域
に密着した奉仕の心で結ばれるよう、精一杯
努力いたします。
　これからの１年間、高知東ＲＣが西森会長、
野町幹事はじめ、皆さまとともに有意義なロ

ータリーライフを築けますことを心より楽し
みにしています。どうぞ、よろしくお願いい
たします。
◇国際奉仕委員会より
　短期交換学生２人が来高し、７月11日18時
30分より得月樓で歓迎パーティを開きます。
翌日は、にこ渕やバーベキューなど、観光案
内を行います。
◇会　長　報　告
　先週の年次総会での質問について、条文を
把握していなかったことから抜かりがありま
したので報告します。
　定款第７条会合　第１節例会のｄの１番、
祝日に当たる場合、またはその週に祝日が含
まれる場合という１文があります。この説明
が抜かっていました。なお、理事会にて承認
をされていることも付け加えます。
　議論の余地が残る部分でもありますので、
次年度以降も引き続き検討していただきたい
と思います。
◇幹　事　報　告

・夏見ガバナーよりの退
　任の挨拶と理事会の議
　事録をホワイトボード
　に掲載していますので
　ご確認ください。
・国際大会の案内資料が

届いています。詳細は事務局まで
・皆出席賞の図書カードをレターボックスに
入れています。

◎ＳＡＡ（発表：前田　博）
　ＳＡＡ、別称・会場監
督と言われます。その任
務は、例会をはじめ各種
会合が秩序良く、また楽
しく、品位と品格を持っ
て執り行われるよう設営

・監督する責任を有します。会員相互が尊重
し合いながら、他者を慮ることができるよ
う、職務に邁進いたします。
【具体的職務内容】
①　例会の司会進行

②　例会場の開門・閉門
③　例会場への入場・退場の許可
④　遅刻・早退の承認や拒否
⑤　私語に対する警告、携帯電話の使用禁
止
⑥　例会場の秩序を乱す行為に対する警告
と退場命令
⑦　卓話の時間励行
⑧　例会場の設営…テーブルの配置、座席
の指定（親睦委員会と共に）
⑨　食事の献立
⑩　ニコニコ箱の管理と発表、募金状況の

報告
　以上、幹事・プログラム委員会・親睦委員
会と密な連携を取りながら、ＳＡＡ活動に努
めます。
◎職業奉仕委員会（発表：山村一正）

【基本方針】
　ロータリー五大奉仕の
一つである職業奉仕の目
的は、事業・専門職等の
道徳的水準や品位を考察
・理解し、社会への貢献

や奉仕活動を尊重していくという認識を会員
相互に深め、ロータリーの奉仕の理念を広く
高揚していくものと考えられる。
　会員同士が自己の職業上での技能や行動を
以て互いの研鑚や気づきの一つとできるよう
な魅力的なプロジェクトを開発することや、
それによってロータリーという組織の役割や
様々な職種について理解を深める一助となる
事を推進したい。
１．「四つのテスト」の推進
・「四つのテスト」の歌を第一例会毎に斉唱
・新入会員に「四つのテスト」の綱領を配
付

２．「職業の宣言」の推進
・新入会員に「職業の宣言」を配付
３．「職業奉仕月間（１月）」
　　　　予定日１月28日　水曜日
・職場例会を開催
　（１月最後の水曜日例会日）
・会員もしくは職業奉仕に造詣の深い講師
に卓話を依頼

※共にプログラム委員会と協力して行う
◎社会奉仕委員会（発表：藤村健治）

【基本方針】
　社会奉仕委員会は、地
域に住む人々の防災訓練
や防犯活動に支援するこ
とで、住み良い街づくり
に貢献し、チャリティー

バザーや清掃活動を行うことで、ロータリア
ンとして地域社会の創出に寄与する活動を展
開します。
【活動計画】
１．奉仕プロジェクト研究会において、ロー
タリー財団委員会等と協力し、地区補助金

の対象となる奉仕プロジェクトを推進しま
す。
２．災害に備えた活動
・９月の「防災の日」に行われる地域防災
訓練にクラブとして参加を呼びかけます。
・プログラム委員会と相談の上、専門家に
よる卓話を行うことを検討します。

３．12月に地域発展及び青少年健全育成のた
め、市内繁華街の防犯パトロールを行いま
す。
４．１月に開催される水曜会のバザーを支援
します。
５．四国八十八ヶ所について例年どおりの支
援を行います。
６．令和８年３月開催予定の「浦戸湾・七河
川一斉清掃」に参加致します。
◎青少年奉仕委員会（発表：猿田隆夫）

【基本方針】
　地域社会の未来を担う
青少年育成のため、主体
性と国際性を育む機会を
提供します。青少年の社
会参加意識を高め、思い

やりと責任感を育むことを目指し、ロータリ
ーの理念を次世代に継承していきたいと思い
ます。
１．ローターアクトクラブ
　ローターアクトクラブは、1968年に承認
された常設プログラムです。2019年からは
国際ロータリーの加盟クラブに含まれてい
ます。18歳以上の成人によって構成されま
す。
　目的は、個々の能力の開発に役立つ知識
や技能を身に付け、地域社会における物質
的、社会的なニーズに取り組み、親睦と奉
仕活動を通じて全世界の人々の間に、より
良い信頼関係を推進するための機会を提供
することにあります。
　現在、四国４県のうち、高知県のみにこ
のクラブはありません。
２．インターアクトクラブ
　インターアクトの名称は、インターナシ
ョナル（国際的）とアクション（行動）の
二つの語が複合された名称です。1962年、
国際ロータリーのプログラムになった12歳
から18歳までの青少年のための奉仕クラブ

・忘年夜間例会　　　　2025年12月17日
城西館

・観梅夜間例会　　　　2026年２月４日
得月樓

・最終夜間例会　　　　2026年６月24日
ザ クラウンパレス新阪急高知

３．野外レクリエーションを計画
４．東酔会のサポート
５．水曜会と連携し活動のお手伝い
６．新入会員の歓迎会、退会会員の送別会を
開催
７．地区大会への協力
◎ロータリー財団委員会（発表：鬼田知明）

　ロータリー財団の使命
は、ロータリアンが世界
の人々の健康状態を改善
し教育への支援を高め、
貧困を救済することを通
じて「世界理解、親善・

平和」を達成できるようにすることです。そ
のために地区補助金やグローバル補助金を提
供し、ポリオ・プラスや平和の推進といった
キャンペーンを展開していきます。
　財団支援者からの自発的な寄付によって支
えられ、そこから生まれるロータリー財団の
補助金をもって、助けを必要とする地域社会
に「変化をもたらす活動」として役立ててい
きます。
１．地区補助金概要
　2024年12月に、ユネスコ無形文化遺産に
「伝統的酒造り」が登録認定されました。
この酒造りは、日本各地の伝統的文化の一
つで、この文化を後世により良い形で残し、
より発展させることで、地域に生かされた
人々や事業が活性化、発展することと考え
ます。
　現在、高知県内にある19蔵は、全国的に
みてもその品質は高く評価されています。
しかし、まだまだ発展の余地はあると考え、
伝統的酒造りをアピールするためのツール
を作成し、今後、インバウンドを含め国内
外の様々な方が高知を訪れた際に、土佐酒
文化の良さがより認知されることにより、
原料米を作る農家から最終ユーザーまで、
土佐酒に関わる様々な方に少なからず影響
を与えることと考えます。そのため、伝統

的酒造り（文化）を継承し、より発展させ
るために、その伝達ツールとしてデジタル
サイネージ１台を高知県酒造組合へ寄贈す
る。
　贈呈後に「世界に羽ばたけ！　高知の伝
統的文化の発信」という題で高知県酒造組
合より卓話をしていただく。
２．ロータリー財団への寄付
・年次寄付に昨年度同様120ドルの寄付を
お願いいたします。本年度も会費と一緒
に、前期・後期　各60ドルを微収させて
いただきます。
・ポールハリスフェロー、マルチプルポー
ルハリスフェローなど認証を受ける会員
の増加を目指します。

３．次年度地区補助金について
　各委員会と連携し、次年度地区補助金プ
ログラムについて検討を行い、地区補助金
提案書の申請を行います。
４．ロータリー財団月間
　11月にロータリー財団について理解を深
める卓話を行います。
◎会計（発表：松野宏司）

　クラブの資金管理を適
切に行い、健全な財務状
況のクラブ運営に努めま
す。
・会費の徴収
・委員会の事業費が適正

に執行されているかをチエック
・ＲＩ、地区等補助金の管理と賦課金、分担
金の支払い
・財務状況を把握し役員会、理事会、クラブ
への定期的な報告
・クラブ予算の作成とモニタリング
・年次財務報告書の作成
・次年度への健全な財務状況での引き継ぎ

です。ロータリー思想を基にした奉仕活動
を通して、地域社会や世界に向けての視野
を広くしながら他人を思いやる人間的成長
を促すことが目的です。
　現在、2670地区にインターアクト高校が
21校あります。
　高知県のインターアクトクラブ：土佐中
高等学校（高知南）、明徳義塾高等学校（仁
淀）、土佐女子高等学校（高知ロイヤル）、
高知学芸中高等学校（高知西）の４校。
３．RYLA
　　（Rotary Youth Leadership Awards）
　青少年指導者育成セミナー「リーダーの
リーダーを育てるためのセミナー」です。
　2680地区（兵庫県）の執行ガバナー（西
宮ＲＣ）と2670地区の梶浦ガバナー（松山
ＲＣ）が大阪大学の同窓であったため相談
して開始した事業です。20歳以上の成人を
受講生として大学の教養学部の内容に匹敵
する講義を聞きます。これから、社内や組
織で期待される受講生に対し、ハイレベル
な講義、テーマを与えられて答えを見つけ
ていく内容の濃い話し合い（バズセッショ
ン）、答えを発表するフォーラム、自分ひ
とりになり考える思考の時間など、他に類
を見ないセミナーです。両地区から約50人
の受講生が集まります。当クラブからも将
来有望な人材を３名推薦いたします。
◎国際奉仕委員会（発表：市川哲司）

【基本理念】
　「書物などを読むこと
や通信を通じて、さらに
は、他国の人々を助ける
ことを目的としたクラブ
のあらゆる活動やプロジ

ェクトに協力することを通じて、他国の人々
とその文化や慣習、功績、問題に対する認識
を培うことによって国際理解､親善､平和を推
進するために会員が行う活動からなるもので
ある」と標準ロータリークラブ定款第６条に
定義されています。
【事業計画】
１．短期交換学生事業について
・７月11日から７月14日まで４泊５日で短
期交換学生（２名）の受け入れ
・７月11日に得月樓にてウエルカムパーテ

　ィを開催予定
・７月12日に短期交換学生を観光案内予定
２．長期交換事業について
・本年度、長期交換留学生の受け入れ計画
はありません。

３．書き損じはがきのユネスコ寄付活動につ
いて
・引き続き寄付活動を協力します
４．その他国際奉仕に関わる事業を企画運営
する。
◎クラブ奉仕委員会（発表：土居祐三）

　８つの委員会（出席・
親睦・雑誌会報・会員増
強退会防止・会員選考職
業分類・プログラム・広
報ＩＴ・ロータリー情報）
の日々の活動について、

私が何か言う必要はないかと思いますが、西
森会長の今年度のテーマ「高知東ロータリー
クラブのメンバーとしての矜持を持ち、他者
を慮ろう」に沿った委員会活動がなされてい
るかどうかは、見ていきたいと思っています。
そして、各委員会の一委員として、活動を推
進していきたいと考え、その中でも会員増強
に関しては、クラブ運営の根幹にかかわるこ
とでもあり、特に注力していきます。
◎親睦委員会（発表：今西　博）

【基本方針】
　今年度の親睦委員会は
会員同士がお互いの交流
を図り、また新入会員が
積極的にクラブ活動にな
じめるよう努めます。そ

のために例会をはじめとして、多くの会員が
参加できる委員会活動を行います。
【活動計画】
１．例会協力
①　例会時に会員を明るく暖かくお迎えで
きるよう心掛けます
②　来訪ロータリアンを歓迎し、場内での
案内や紹介を行います
③　例会ではＳＡＡやプログラム委員と連
携しながら、ソングリーダーを務めます

２．夜間例会（年４回の家族例会として開催）
・創立記念夜間例会　　2025年10月８日
ザ クラウンパレス新阪急高知

•二宮邦江　本日はありがとうございました。
•西森良文　各委員長の皆さま、事業計画発
表ありがとうございました。次週もよろしく
お願いします。
•岡﨑勇樹　先週土曜日に米山記念奨学生の
卓話勉強会が県民文化ホールで行われました。
奨学生に卓話してもらい、カウンセラーや学
友会（米山記念奨学生を卒業された方）にも
所感を述べてもらいました。そこで、学友の
一人からは、ここ最近では大学の補助金もか
なり減ってきている中、米山記念奨学金を受
けれたのは本当にうれしかったし、恩を感じ
ているという言葉をもらいました。そして、
いつか日本との懸け橋になるという強い言葉
で意思表示をしていました。とても感動する
話を聞けてよかったです。また、今の奨学生
に向けては、米山記念奨学金を受けている以

上は、日本語ももっと勉強すべきだという言
葉もあり、心から日本との懸け橋になろうと
いう気持ちが見えて、感じた素晴らしい卓話
勉強会でした。
•前川美智子　二宮邦江ガバナー補佐、１年
間よろしくお願いいたします。大変ですが、
楽しんでください。
•鬼田知明　委員会発表ありがとうございま
した。増田副委員長、西山委員、１年間よろ
しくお願いします。
•有田憲一　皆出席賞、ありがとうございま
す。
•島村信一　入会祝い、誕生日祝いありがと
うございました。
•松岡英雄　入会記念品お礼。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもありが
とうございます。
◇遅刻　３件
◇早退　１件



◇ロータリーソング
  「我らの生業」
◇来訪ロータリアン及びお客様
　高知第Ⅰ分区ガバナー補佐
　　二宮邦江 氏（高知ロイヤルＲＣ）
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
暑い日が続いていますが、
皆さま、体調の方はいか
がでしょうか。私は心労
が溜まって、体調を崩し
て喉がかれています。

ちょっとお聞き苦しいかと思いますが、ご容
赦いただきたいと思います。
　世間を賑わしていた７月５日問題（大きな
地震が起きるという根拠なき災害予言）、私
の知り合いは北海道へ疎開していましたが、
何事もなく無事に終わって少し安堵していま
す。
　先週の会長方針でお話しました東ＲＣクラ
ブメンバーとしての矜持について、お話しま
す。
　矜持とは、辞書によると「概ね、その道を
歩んできた者としての確固たる信念に立脚し、
相手によって恥じたり、引け目を感じたりす
るような相対的なものではなく、自己の尊厳
に密接に関わるというニュアンスを込めて用
いられる」とあります。
　では、東ＲＣメンバーとしての矜持とは何
でしょうか。私は不動産業を営んでおり、ロ

ータリーメンバーとして、その職業奉仕の一
つとして、四つのテストを実践し、常に高い
倫理観と高潔性を念頭に置いて仕事をしてい
ます。多様性を尊重するクラブとしてメンバ
ーそれぞれの矜持があってもよいと考えてい
ます。矜持とは、人から押し付けられるもの
ではなく、まして、人に強要するようなこと
であってはならないと思っています。会員同
士の触れ合いの中で、様々な気づきを得て、
学び、そして矜持を持つことができれば、ま
さに「例会は、人生の道場」になるものだと
思います。
　当クラブもそのようなクラブであってほし
いと切に願っています。驕り高ぶることなく、
襟を正し、自分自身の矜持について、今一度、
メンバー一人一人が考えていただきたいと
思っています。
　本日は、委員会発表です。委員長の皆さん、
よろしくお願いいたします。また、本日は高
知ロイヤルＲＣから高知第Ⅰ分区の二宮ガバ
ナー補佐がお越しになっています。後ほどご
挨拶をいただきます。
◇高知第Ⅰ分区ガバナー補佐
　二宮邦江氏（高知ロイヤルＲＣ）挨拶

　歴史も古く、ガバナー
補佐もたくさん輩出され
ているこのクラブでご挨
拶をさせていただくこと、
大変恐縮です。
　この度、2025－2026年
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度　国際ロータリー第2670地区　高知第Ⅰ分
区ガバナー補佐を務めます高知ロイヤルＲＣ
の二宮邦江と申します。どうぞよろしくお願
いいたします。
　職業分類は「金融」ですが、現在は不動産
賃貸業を主にしております。ロータリー歴15
年の中で、所属クラブでは会長、地区では国
際奉仕委員会に２年間たずさわるなど、かけ
がえの無い経験を積ませていただきました。
これらの経験を活かし、今期はガバナー補佐
として皆さまの活動を心を込めて支えたいと
願っております。
　今期のフランチェスコ・アレッツオ会長は
「よいことのために手を取りあおう」と、カ
ルガリーの国際大会で世界中のロータリーに
発信されました。私は少し無理をしてカナダ
に行って、国際大会に参加して生の声を聞い
てまいりました。
　そして、地区の織田英正ガバナーは「地域
に密着したロータリーを目指そう」と、地域
に寄り添う、温かいメッセージを掲げていま
す。このメッセージを胸に、皆さんと地区の
間により深く、より確かな絆を結ぶお手伝い
ができれば、これほど嬉しいことはありませ
ん。微力ではありますが、皆さまの声に耳を
傾け、各クラブがより輝き、地区全体が地域
に密着した奉仕の心で結ばれるよう、精一杯
努力いたします。
　これからの１年間、高知東ＲＣが西森会長、
野町幹事はじめ、皆さまとともに有意義なロ

ータリーライフを築けますことを心より楽し
みにしています。どうぞ、よろしくお願いい
たします。
◇国際奉仕委員会より
　短期交換学生２人が来高し、７月11日18時
30分より得月樓で歓迎パーティを開きます。
翌日は、にこ渕やバーベキューなど、観光案
内を行います。
◇会　長　報　告
　先週の年次総会での質問について、条文を
把握していなかったことから抜かりがありま
したので報告します。
　定款第７条会合　第１節例会のｄの１番、
祝日に当たる場合、またはその週に祝日が含
まれる場合という１文があります。この説明
が抜かっていました。なお、理事会にて承認
をされていることも付け加えます。
　議論の余地が残る部分でもありますので、
次年度以降も引き続き検討していただきたい
と思います。
◇幹　事　報　告

・夏見ガバナーよりの退
　任の挨拶と理事会の議
　事録をホワイトボード
　に掲載していますので
　ご確認ください。
・国際大会の案内資料が

届いています。詳細は事務局まで
・皆出席賞の図書カードをレターボックスに
入れています。

◎ＳＡＡ（発表：前田　博）
　ＳＡＡ、別称・会場監
督と言われます。その任
務は、例会をはじめ各種
会合が秩序良く、また楽
しく、品位と品格を持っ
て執り行われるよう設営

・監督する責任を有します。会員相互が尊重
し合いながら、他者を慮ることができるよ
う、職務に邁進いたします。
【具体的職務内容】
①　例会の司会進行

②　例会場の開門・閉門
③　例会場への入場・退場の許可
④　遅刻・早退の承認や拒否
⑤　私語に対する警告、携帯電話の使用禁
止
⑥　例会場の秩序を乱す行為に対する警告
と退場命令
⑦　卓話の時間励行
⑧　例会場の設営…テーブルの配置、座席
の指定（親睦委員会と共に）
⑨　食事の献立
⑩　ニコニコ箱の管理と発表、募金状況の

報告
　以上、幹事・プログラム委員会・親睦委員
会と密な連携を取りながら、ＳＡＡ活動に努
めます。
◎職業奉仕委員会（発表：山村一正）

【基本方針】
　ロータリー五大奉仕の
一つである職業奉仕の目
的は、事業・専門職等の
道徳的水準や品位を考察
・理解し、社会への貢献

や奉仕活動を尊重していくという認識を会員
相互に深め、ロータリーの奉仕の理念を広く
高揚していくものと考えられる。
　会員同士が自己の職業上での技能や行動を
以て互いの研鑚や気づきの一つとできるよう
な魅力的なプロジェクトを開発することや、
それによってロータリーという組織の役割や
様々な職種について理解を深める一助となる
事を推進したい。
１．「四つのテスト」の推進
・「四つのテスト」の歌を第一例会毎に斉唱
・新入会員に「四つのテスト」の綱領を配
付

２．「職業の宣言」の推進
・新入会員に「職業の宣言」を配付
３．「職業奉仕月間（１月）」
　　　　予定日１月28日　水曜日
・職場例会を開催
　（１月最後の水曜日例会日）
・会員もしくは職業奉仕に造詣の深い講師
に卓話を依頼

※共にプログラム委員会と協力して行う
◎社会奉仕委員会（発表：藤村健治）

【基本方針】
　社会奉仕委員会は、地
域に住む人々の防災訓練
や防犯活動に支援するこ
とで、住み良い街づくり
に貢献し、チャリティー

バザーや清掃活動を行うことで、ロータリア
ンとして地域社会の創出に寄与する活動を展
開します。
【活動計画】
１．奉仕プロジェクト研究会において、ロー
タリー財団委員会等と協力し、地区補助金

の対象となる奉仕プロジェクトを推進しま
す。
２．災害に備えた活動
・９月の「防災の日」に行われる地域防災
訓練にクラブとして参加を呼びかけます。
・プログラム委員会と相談の上、専門家に
よる卓話を行うことを検討します。

３．12月に地域発展及び青少年健全育成のた
め、市内繁華街の防犯パトロールを行いま
す。
４．１月に開催される水曜会のバザーを支援
します。
５．四国八十八ヶ所について例年どおりの支
援を行います。
６．令和８年３月開催予定の「浦戸湾・七河
川一斉清掃」に参加致します。
◎青少年奉仕委員会（発表：猿田隆夫）

【基本方針】
　地域社会の未来を担う
青少年育成のため、主体
性と国際性を育む機会を
提供します。青少年の社
会参加意識を高め、思い

やりと責任感を育むことを目指し、ロータリ
ーの理念を次世代に継承していきたいと思い
ます。
１．ローターアクトクラブ
　ローターアクトクラブは、1968年に承認
された常設プログラムです。2019年からは
国際ロータリーの加盟クラブに含まれてい
ます。18歳以上の成人によって構成されま
す。
　目的は、個々の能力の開発に役立つ知識
や技能を身に付け、地域社会における物質
的、社会的なニーズに取り組み、親睦と奉
仕活動を通じて全世界の人々の間に、より
良い信頼関係を推進するための機会を提供
することにあります。
　現在、四国４県のうち、高知県のみにこ
のクラブはありません。
２．インターアクトクラブ
　インターアクトの名称は、インターナシ
ョナル（国際的）とアクション（行動）の
二つの語が複合された名称です。1962年、
国際ロータリーのプログラムになった12歳
から18歳までの青少年のための奉仕クラブ

・忘年夜間例会　　　　2025年12月17日
城西館

・観梅夜間例会　　　　2026年２月４日
得月樓

・最終夜間例会　　　　2026年６月24日
ザ クラウンパレス新阪急高知

３．野外レクリエーションを計画
４．東酔会のサポート
５．水曜会と連携し活動のお手伝い
６．新入会員の歓迎会、退会会員の送別会を
開催
７．地区大会への協力
◎ロータリー財団委員会（発表：鬼田知明）

　ロータリー財団の使命
は、ロータリアンが世界
の人々の健康状態を改善
し教育への支援を高め、
貧困を救済することを通
じて「世界理解、親善・

平和」を達成できるようにすることです。そ
のために地区補助金やグローバル補助金を提
供し、ポリオ・プラスや平和の推進といった
キャンペーンを展開していきます。
　財団支援者からの自発的な寄付によって支
えられ、そこから生まれるロータリー財団の
補助金をもって、助けを必要とする地域社会
に「変化をもたらす活動」として役立ててい
きます。
１．地区補助金概要
　2024年12月に、ユネスコ無形文化遺産に
「伝統的酒造り」が登録認定されました。
この酒造りは、日本各地の伝統的文化の一
つで、この文化を後世により良い形で残し、
より発展させることで、地域に生かされた
人々や事業が活性化、発展することと考え
ます。
　現在、高知県内にある19蔵は、全国的に
みてもその品質は高く評価されています。
しかし、まだまだ発展の余地はあると考え、
伝統的酒造りをアピールするためのツール
を作成し、今後、インバウンドを含め国内
外の様々な方が高知を訪れた際に、土佐酒
文化の良さがより認知されることにより、
原料米を作る農家から最終ユーザーまで、
土佐酒に関わる様々な方に少なからず影響
を与えることと考えます。そのため、伝統

的酒造り（文化）を継承し、より発展させ
るために、その伝達ツールとしてデジタル
サイネージ１台を高知県酒造組合へ寄贈す
る。
　贈呈後に「世界に羽ばたけ！　高知の伝
統的文化の発信」という題で高知県酒造組
合より卓話をしていただく。
２．ロータリー財団への寄付
・年次寄付に昨年度同様120ドルの寄付を
お願いいたします。本年度も会費と一緒
に、前期・後期　各60ドルを微収させて
いただきます。
・ポールハリスフェロー、マルチプルポー
ルハリスフェローなど認証を受ける会員
の増加を目指します。

３．次年度地区補助金について
　各委員会と連携し、次年度地区補助金プ
ログラムについて検討を行い、地区補助金
提案書の申請を行います。
４．ロータリー財団月間
　11月にロータリー財団について理解を深
める卓話を行います。
◎会計（発表：松野宏司）

　クラブの資金管理を適
切に行い、健全な財務状
況のクラブ運営に努めま
す。
・会費の徴収
・委員会の事業費が適正

に執行されているかをチエック
・ＲＩ、地区等補助金の管理と賦課金、分担
金の支払い
・財務状況を把握し役員会、理事会、クラブ
への定期的な報告
・クラブ予算の作成とモニタリング
・年次財務報告書の作成
・次年度への健全な財務状況での引き継ぎ

です。ロータリー思想を基にした奉仕活動
を通して、地域社会や世界に向けての視野
を広くしながら他人を思いやる人間的成長
を促すことが目的です。
　現在、2670地区にインターアクト高校が
21校あります。
　高知県のインターアクトクラブ：土佐中
高等学校（高知南）、明徳義塾高等学校（仁
淀）、土佐女子高等学校（高知ロイヤル）、
高知学芸中高等学校（高知西）の４校。
３．RYLA
　　（Rotary Youth Leadership Awards）
　青少年指導者育成セミナー「リーダーの
リーダーを育てるためのセミナー」です。
　2680地区（兵庫県）の執行ガバナー（西
宮ＲＣ）と2670地区の梶浦ガバナー（松山
ＲＣ）が大阪大学の同窓であったため相談
して開始した事業です。20歳以上の成人を
受講生として大学の教養学部の内容に匹敵
する講義を聞きます。これから、社内や組
織で期待される受講生に対し、ハイレベル
な講義、テーマを与えられて答えを見つけ
ていく内容の濃い話し合い（バズセッショ
ン）、答えを発表するフォーラム、自分ひ
とりになり考える思考の時間など、他に類
を見ないセミナーです。両地区から約50人
の受講生が集まります。当クラブからも将
来有望な人材を３名推薦いたします。
◎国際奉仕委員会（発表：市川哲司）

【基本理念】
　「書物などを読むこと
や通信を通じて、さらに
は、他国の人々を助ける
ことを目的としたクラブ
のあらゆる活動やプロジ

ェクトに協力することを通じて、他国の人々
とその文化や慣習、功績、問題に対する認識
を培うことによって国際理解､親善､平和を推
進するために会員が行う活動からなるもので
ある」と標準ロータリークラブ定款第６条に
定義されています。
【事業計画】
１．短期交換学生事業について
・７月11日から７月14日まで４泊５日で短
期交換学生（２名）の受け入れ
・７月11日に得月樓にてウエルカムパーテ

　ィを開催予定
・７月12日に短期交換学生を観光案内予定
２．長期交換事業について
・本年度、長期交換留学生の受け入れ計画
はありません。

３．書き損じはがきのユネスコ寄付活動につ
いて
・引き続き寄付活動を協力します
４．その他国際奉仕に関わる事業を企画運営
する。
◎クラブ奉仕委員会（発表：土居祐三）

　８つの委員会（出席・
親睦・雑誌会報・会員増
強退会防止・会員選考職
業分類・プログラム・広
報ＩＴ・ロータリー情報）
の日々の活動について、

私が何か言う必要はないかと思いますが、西
森会長の今年度のテーマ「高知東ロータリー
クラブのメンバーとしての矜持を持ち、他者
を慮ろう」に沿った委員会活動がなされてい
るかどうかは、見ていきたいと思っています。
そして、各委員会の一委員として、活動を推
進していきたいと考え、その中でも会員増強
に関しては、クラブ運営の根幹にかかわるこ
とでもあり、特に注力していきます。
◎親睦委員会（発表：今西　博）

【基本方針】
　今年度の親睦委員会は
会員同士がお互いの交流
を図り、また新入会員が
積極的にクラブ活動にな
じめるよう努めます。そ

のために例会をはじめとして、多くの会員が
参加できる委員会活動を行います。
【活動計画】
１．例会協力
①　例会時に会員を明るく暖かくお迎えで
きるよう心掛けます
②　来訪ロータリアンを歓迎し、場内での
案内や紹介を行います
③　例会ではＳＡＡやプログラム委員と連
携しながら、ソングリーダーを務めます

２．夜間例会（年４回の家族例会として開催）
・創立記念夜間例会　　2025年10月８日
ザ クラウンパレス新阪急高知

•二宮邦江　本日はありがとうございました。
•西森良文　各委員長の皆さま、事業計画発
表ありがとうございました。次週もよろしく
お願いします。
•岡﨑勇樹　先週土曜日に米山記念奨学生の
卓話勉強会が県民文化ホールで行われました。
奨学生に卓話してもらい、カウンセラーや学
友会（米山記念奨学生を卒業された方）にも
所感を述べてもらいました。そこで、学友の
一人からは、ここ最近では大学の補助金もか
なり減ってきている中、米山記念奨学金を受
けれたのは本当にうれしかったし、恩を感じ
ているという言葉をもらいました。そして、
いつか日本との懸け橋になるという強い言葉
で意思表示をしていました。とても感動する
話を聞けてよかったです。また、今の奨学生
に向けては、米山記念奨学金を受けている以

上は、日本語ももっと勉強すべきだという言
葉もあり、心から日本との懸け橋になろうと
いう気持ちが見えて、感じた素晴らしい卓話
勉強会でした。
•前川美智子　二宮邦江ガバナー補佐、１年
間よろしくお願いいたします。大変ですが、
楽しんでください。
•鬼田知明　委員会発表ありがとうございま
した。増田副委員長、西山委員、１年間よろ
しくお願いします。
•有田憲一　皆出席賞、ありがとうございま
す。
•島村信一　入会祝い、誕生日祝いありがと
うございました。
•松岡英雄　入会記念品お礼。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもありが
とうございます。
◇遅刻　３件
◇早退　１件



◇ロータリーソング
  「我らの生業」
◇来訪ロータリアン及びお客様
　高知第Ⅰ分区ガバナー補佐
　　二宮邦江 氏（高知ロイヤルＲＣ）
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
暑い日が続いていますが、
皆さま、体調の方はいか
がでしょうか。私は心労
が溜まって、体調を崩し
て喉がかれています。

ちょっとお聞き苦しいかと思いますが、ご容
赦いただきたいと思います。
　世間を賑わしていた７月５日問題（大きな
地震が起きるという根拠なき災害予言）、私
の知り合いは北海道へ疎開していましたが、
何事もなく無事に終わって少し安堵していま
す。
　先週の会長方針でお話しました東ＲＣクラ
ブメンバーとしての矜持について、お話しま
す。
　矜持とは、辞書によると「概ね、その道を
歩んできた者としての確固たる信念に立脚し、
相手によって恥じたり、引け目を感じたりす
るような相対的なものではなく、自己の尊厳
に密接に関わるというニュアンスを込めて用
いられる」とあります。
　では、東ＲＣメンバーとしての矜持とは何
でしょうか。私は不動産業を営んでおり、ロ

ータリーメンバーとして、その職業奉仕の一
つとして、四つのテストを実践し、常に高い
倫理観と高潔性を念頭に置いて仕事をしてい
ます。多様性を尊重するクラブとしてメンバ
ーそれぞれの矜持があってもよいと考えてい
ます。矜持とは、人から押し付けられるもの
ではなく、まして、人に強要するようなこと
であってはならないと思っています。会員同
士の触れ合いの中で、様々な気づきを得て、
学び、そして矜持を持つことができれば、ま
さに「例会は、人生の道場」になるものだと
思います。
　当クラブもそのようなクラブであってほし
いと切に願っています。驕り高ぶることなく、
襟を正し、自分自身の矜持について、今一度、
メンバー一人一人が考えていただきたいと
思っています。
　本日は、委員会発表です。委員長の皆さん、
よろしくお願いいたします。また、本日は高
知ロイヤルＲＣから高知第Ⅰ分区の二宮ガバ
ナー補佐がお越しになっています。後ほどご
挨拶をいただきます。
◇高知第Ⅰ分区ガバナー補佐
　二宮邦江氏（高知ロイヤルＲＣ）挨拶

　歴史も古く、ガバナー
補佐もたくさん輩出され
ているこのクラブでご挨
拶をさせていただくこと、
大変恐縮です。
　この度、2025－2026年
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度　国際ロータリー第2670地区　高知第Ⅰ分
区ガバナー補佐を務めます高知ロイヤルＲＣ
の二宮邦江と申します。どうぞよろしくお願
いいたします。
　職業分類は「金融」ですが、現在は不動産
賃貸業を主にしております。ロータリー歴15
年の中で、所属クラブでは会長、地区では国
際奉仕委員会に２年間たずさわるなど、かけ
がえの無い経験を積ませていただきました。
これらの経験を活かし、今期はガバナー補佐
として皆さまの活動を心を込めて支えたいと
願っております。
　今期のフランチェスコ・アレッツオ会長は
「よいことのために手を取りあおう」と、カ
ルガリーの国際大会で世界中のロータリーに
発信されました。私は少し無理をしてカナダ
に行って、国際大会に参加して生の声を聞い
てまいりました。
　そして、地区の織田英正ガバナーは「地域
に密着したロータリーを目指そう」と、地域
に寄り添う、温かいメッセージを掲げていま
す。このメッセージを胸に、皆さんと地区の
間により深く、より確かな絆を結ぶお手伝い
ができれば、これほど嬉しいことはありませ
ん。微力ではありますが、皆さまの声に耳を
傾け、各クラブがより輝き、地区全体が地域
に密着した奉仕の心で結ばれるよう、精一杯
努力いたします。
　これからの１年間、高知東ＲＣが西森会長、
野町幹事はじめ、皆さまとともに有意義なロ

ータリーライフを築けますことを心より楽し
みにしています。どうぞ、よろしくお願いい
たします。
◇国際奉仕委員会より
　短期交換学生２人が来高し、７月11日18時
30分より得月樓で歓迎パーティを開きます。
翌日は、にこ渕やバーベキューなど、観光案
内を行います。
◇会　長　報　告
　先週の年次総会での質問について、条文を
把握していなかったことから抜かりがありま
したので報告します。
　定款第７条会合　第１節例会のｄの１番、
祝日に当たる場合、またはその週に祝日が含
まれる場合という１文があります。この説明
が抜かっていました。なお、理事会にて承認
をされていることも付け加えます。
　議論の余地が残る部分でもありますので、
次年度以降も引き続き検討していただきたい
と思います。
◇幹　事　報　告

・夏見ガバナーよりの退
　任の挨拶と理事会の議
　事録をホワイトボード
　に掲載していますので
　ご確認ください。
・国際大会の案内資料が

届いています。詳細は事務局まで
・皆出席賞の図書カードをレターボックスに
入れています。

◎ＳＡＡ（発表：前田　博）
　ＳＡＡ、別称・会場監
督と言われます。その任
務は、例会をはじめ各種
会合が秩序良く、また楽
しく、品位と品格を持っ
て執り行われるよう設営

・監督する責任を有します。会員相互が尊重
し合いながら、他者を慮ることができるよ
う、職務に邁進いたします。
【具体的職務内容】
①　例会の司会進行

②　例会場の開門・閉門
③　例会場への入場・退場の許可
④　遅刻・早退の承認や拒否
⑤　私語に対する警告、携帯電話の使用禁
止
⑥　例会場の秩序を乱す行為に対する警告
と退場命令
⑦　卓話の時間励行
⑧　例会場の設営…テーブルの配置、座席
の指定（親睦委員会と共に）
⑨　食事の献立
⑩　ニコニコ箱の管理と発表、募金状況の

報告
　以上、幹事・プログラム委員会・親睦委員
会と密な連携を取りながら、ＳＡＡ活動に努
めます。
◎職業奉仕委員会（発表：山村一正）

【基本方針】
　ロータリー五大奉仕の
一つである職業奉仕の目
的は、事業・専門職等の
道徳的水準や品位を考察
・理解し、社会への貢献

や奉仕活動を尊重していくという認識を会員
相互に深め、ロータリーの奉仕の理念を広く
高揚していくものと考えられる。
　会員同士が自己の職業上での技能や行動を
以て互いの研鑚や気づきの一つとできるよう
な魅力的なプロジェクトを開発することや、
それによってロータリーという組織の役割や
様々な職種について理解を深める一助となる
事を推進したい。
１．「四つのテスト」の推進
・「四つのテスト」の歌を第一例会毎に斉唱
・新入会員に「四つのテスト」の綱領を配
付

２．「職業の宣言」の推進
・新入会員に「職業の宣言」を配付
３．「職業奉仕月間（１月）」
　　　　予定日１月28日　水曜日
・職場例会を開催
　（１月最後の水曜日例会日）
・会員もしくは職業奉仕に造詣の深い講師
に卓話を依頼

※共にプログラム委員会と協力して行う
◎社会奉仕委員会（発表：藤村健治）

【基本方針】
　社会奉仕委員会は、地
域に住む人々の防災訓練
や防犯活動に支援するこ
とで、住み良い街づくり
に貢献し、チャリティー

バザーや清掃活動を行うことで、ロータリア
ンとして地域社会の創出に寄与する活動を展
開します。
【活動計画】
１．奉仕プロジェクト研究会において、ロー
タリー財団委員会等と協力し、地区補助金

の対象となる奉仕プロジェクトを推進しま
す。
２．災害に備えた活動
・９月の「防災の日」に行われる地域防災
訓練にクラブとして参加を呼びかけます。
・プログラム委員会と相談の上、専門家に
よる卓話を行うことを検討します。

３．12月に地域発展及び青少年健全育成のた
め、市内繁華街の防犯パトロールを行いま
す。
４．１月に開催される水曜会のバザーを支援
します。
５．四国八十八ヶ所について例年どおりの支
援を行います。
６．令和８年３月開催予定の「浦戸湾・七河
川一斉清掃」に参加致します。
◎青少年奉仕委員会（発表：猿田隆夫）

【基本方針】
　地域社会の未来を担う
青少年育成のため、主体
性と国際性を育む機会を
提供します。青少年の社
会参加意識を高め、思い

やりと責任感を育むことを目指し、ロータリ
ーの理念を次世代に継承していきたいと思い
ます。
１．ローターアクトクラブ
　ローターアクトクラブは、1968年に承認
された常設プログラムです。2019年からは
国際ロータリーの加盟クラブに含まれてい
ます。18歳以上の成人によって構成されま
す。
　目的は、個々の能力の開発に役立つ知識
や技能を身に付け、地域社会における物質
的、社会的なニーズに取り組み、親睦と奉
仕活動を通じて全世界の人々の間に、より
良い信頼関係を推進するための機会を提供
することにあります。
　現在、四国４県のうち、高知県のみにこ
のクラブはありません。
２．インターアクトクラブ
　インターアクトの名称は、インターナシ
ョナル（国際的）とアクション（行動）の
二つの語が複合された名称です。1962年、
国際ロータリーのプログラムになった12歳
から18歳までの青少年のための奉仕クラブ

・忘年夜間例会　　　　2025年12月17日
城西館

・観梅夜間例会　　　　2026年２月４日
得月樓

・最終夜間例会　　　　2026年６月24日
ザ クラウンパレス新阪急高知

３．野外レクリエーションを計画
４．東酔会のサポート
５．水曜会と連携し活動のお手伝い
６．新入会員の歓迎会、退会会員の送別会を
開催
７．地区大会への協力
◎ロータリー財団委員会（発表：鬼田知明）

　ロータリー財団の使命
は、ロータリアンが世界
の人々の健康状態を改善
し教育への支援を高め、
貧困を救済することを通
じて「世界理解、親善・

平和」を達成できるようにすることです。そ
のために地区補助金やグローバル補助金を提
供し、ポリオ・プラスや平和の推進といった
キャンペーンを展開していきます。
　財団支援者からの自発的な寄付によって支
えられ、そこから生まれるロータリー財団の
補助金をもって、助けを必要とする地域社会
に「変化をもたらす活動」として役立ててい
きます。
１．地区補助金概要
　2024年12月に、ユネスコ無形文化遺産に
「伝統的酒造り」が登録認定されました。
この酒造りは、日本各地の伝統的文化の一
つで、この文化を後世により良い形で残し、
より発展させることで、地域に生かされた
人々や事業が活性化、発展することと考え
ます。
　現在、高知県内にある19蔵は、全国的に
みてもその品質は高く評価されています。
しかし、まだまだ発展の余地はあると考え、
伝統的酒造りをアピールするためのツール
を作成し、今後、インバウンドを含め国内
外の様々な方が高知を訪れた際に、土佐酒
文化の良さがより認知されることにより、
原料米を作る農家から最終ユーザーまで、
土佐酒に関わる様々な方に少なからず影響
を与えることと考えます。そのため、伝統

的酒造り（文化）を継承し、より発展させ
るために、その伝達ツールとしてデジタル
サイネージ１台を高知県酒造組合へ寄贈す
る。
　贈呈後に「世界に羽ばたけ！　高知の伝
統的文化の発信」という題で高知県酒造組
合より卓話をしていただく。
２．ロータリー財団への寄付
・年次寄付に昨年度同様120ドルの寄付を
お願いいたします。本年度も会費と一緒
に、前期・後期　各60ドルを微収させて
いただきます。
・ポールハリスフェロー、マルチプルポー
ルハリスフェローなど認証を受ける会員
の増加を目指します。

３．次年度地区補助金について
　各委員会と連携し、次年度地区補助金プ
ログラムについて検討を行い、地区補助金
提案書の申請を行います。
４．ロータリー財団月間
　11月にロータリー財団について理解を深
める卓話を行います。
◎会計（発表：松野宏司）

　クラブの資金管理を適
切に行い、健全な財務状
況のクラブ運営に努めま
す。
・会費の徴収
・委員会の事業費が適正

に執行されているかをチエック
・ＲＩ、地区等補助金の管理と賦課金、分担
金の支払い
・財務状況を把握し役員会、理事会、クラブ
への定期的な報告
・クラブ予算の作成とモニタリング
・年次財務報告書の作成
・次年度への健全な財務状況での引き継ぎ

です。ロータリー思想を基にした奉仕活動
を通して、地域社会や世界に向けての視野
を広くしながら他人を思いやる人間的成長
を促すことが目的です。
　現在、2670地区にインターアクト高校が
21校あります。
　高知県のインターアクトクラブ：土佐中
高等学校（高知南）、明徳義塾高等学校（仁
淀）、土佐女子高等学校（高知ロイヤル）、
高知学芸中高等学校（高知西）の４校。
３．RYLA
　　（Rotary Youth Leadership Awards）
　青少年指導者育成セミナー「リーダーの
リーダーを育てるためのセミナー」です。
　2680地区（兵庫県）の執行ガバナー（西
宮ＲＣ）と2670地区の梶浦ガバナー（松山
ＲＣ）が大阪大学の同窓であったため相談
して開始した事業です。20歳以上の成人を
受講生として大学の教養学部の内容に匹敵
する講義を聞きます。これから、社内や組
織で期待される受講生に対し、ハイレベル
な講義、テーマを与えられて答えを見つけ
ていく内容の濃い話し合い（バズセッショ
ン）、答えを発表するフォーラム、自分ひ
とりになり考える思考の時間など、他に類
を見ないセミナーです。両地区から約50人
の受講生が集まります。当クラブからも将
来有望な人材を３名推薦いたします。
◎国際奉仕委員会（発表：市川哲司）

【基本理念】
　「書物などを読むこと
や通信を通じて、さらに
は、他国の人々を助ける
ことを目的としたクラブ
のあらゆる活動やプロジ

ェクトに協力することを通じて、他国の人々
とその文化や慣習、功績、問題に対する認識
を培うことによって国際理解､親善､平和を推
進するために会員が行う活動からなるもので
ある」と標準ロータリークラブ定款第６条に
定義されています。
【事業計画】
１．短期交換学生事業について
・７月11日から７月14日まで４泊５日で短
期交換学生（２名）の受け入れ
・７月11日に得月樓にてウエルカムパーテ

　ィを開催予定
・７月12日に短期交換学生を観光案内予定
２．長期交換事業について
・本年度、長期交換留学生の受け入れ計画
はありません。

３．書き損じはがきのユネスコ寄付活動につ
いて
・引き続き寄付活動を協力します
４．その他国際奉仕に関わる事業を企画運営
する。
◎クラブ奉仕委員会（発表：土居祐三）

　８つの委員会（出席・
親睦・雑誌会報・会員増
強退会防止・会員選考職
業分類・プログラム・広
報ＩＴ・ロータリー情報）
の日々の活動について、

私が何か言う必要はないかと思いますが、西
森会長の今年度のテーマ「高知東ロータリー
クラブのメンバーとしての矜持を持ち、他者
を慮ろう」に沿った委員会活動がなされてい
るかどうかは、見ていきたいと思っています。
そして、各委員会の一委員として、活動を推
進していきたいと考え、その中でも会員増強
に関しては、クラブ運営の根幹にかかわるこ
とでもあり、特に注力していきます。
◎親睦委員会（発表：今西　博）

【基本方針】
　今年度の親睦委員会は
会員同士がお互いの交流
を図り、また新入会員が
積極的にクラブ活動にな
じめるよう努めます。そ

のために例会をはじめとして、多くの会員が
参加できる委員会活動を行います。
【活動計画】
１．例会協力
①　例会時に会員を明るく暖かくお迎えで
きるよう心掛けます
②　来訪ロータリアンを歓迎し、場内での
案内や紹介を行います
③　例会ではＳＡＡやプログラム委員と連
携しながら、ソングリーダーを務めます

２．夜間例会（年４回の家族例会として開催）
・創立記念夜間例会　　2025年10月８日
ザ クラウンパレス新阪急高知

•二宮邦江　本日はありがとうございました。
•西森良文　各委員長の皆さま、事業計画発
表ありがとうございました。次週もよろしく
お願いします。
•岡﨑勇樹　先週土曜日に米山記念奨学生の
卓話勉強会が県民文化ホールで行われました。
奨学生に卓話してもらい、カウンセラーや学
友会（米山記念奨学生を卒業された方）にも
所感を述べてもらいました。そこで、学友の
一人からは、ここ最近では大学の補助金もか
なり減ってきている中、米山記念奨学金を受
けれたのは本当にうれしかったし、恩を感じ
ているという言葉をもらいました。そして、
いつか日本との懸け橋になるという強い言葉
で意思表示をしていました。とても感動する
話を聞けてよかったです。また、今の奨学生
に向けては、米山記念奨学金を受けている以

上は、日本語ももっと勉強すべきだという言
葉もあり、心から日本との懸け橋になろうと
いう気持ちが見えて、感じた素晴らしい卓話
勉強会でした。
•前川美智子　二宮邦江ガバナー補佐、１年
間よろしくお願いいたします。大変ですが、
楽しんでください。
•鬼田知明　委員会発表ありがとうございま
した。増田副委員長、西山委員、１年間よろ
しくお願いします。
•有田憲一　皆出席賞、ありがとうございま
す。
•島村信一　入会祝い、誕生日祝いありがと
うございました。
•松岡英雄　入会記念品お礼。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもありが
とうございます。
◇遅刻　３件
◇早退　１件



◇ロータリーソング
  「我らの生業」
◇来訪ロータリアン及びお客様
　高知第Ⅰ分区ガバナー補佐
　　二宮邦江 氏（高知ロイヤルＲＣ）
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
暑い日が続いていますが、
皆さま、体調の方はいか
がでしょうか。私は心労
が溜まって、体調を崩し
て喉がかれています。

ちょっとお聞き苦しいかと思いますが、ご容
赦いただきたいと思います。
　世間を賑わしていた７月５日問題（大きな
地震が起きるという根拠なき災害予言）、私
の知り合いは北海道へ疎開していましたが、
何事もなく無事に終わって少し安堵していま
す。
　先週の会長方針でお話しました東ＲＣクラ
ブメンバーとしての矜持について、お話しま
す。
　矜持とは、辞書によると「概ね、その道を
歩んできた者としての確固たる信念に立脚し、
相手によって恥じたり、引け目を感じたりす
るような相対的なものではなく、自己の尊厳
に密接に関わるというニュアンスを込めて用
いられる」とあります。
　では、東ＲＣメンバーとしての矜持とは何
でしょうか。私は不動産業を営んでおり、ロ

ータリーメンバーとして、その職業奉仕の一
つとして、四つのテストを実践し、常に高い
倫理観と高潔性を念頭に置いて仕事をしてい
ます。多様性を尊重するクラブとしてメンバ
ーそれぞれの矜持があってもよいと考えてい
ます。矜持とは、人から押し付けられるもの
ではなく、まして、人に強要するようなこと
であってはならないと思っています。会員同
士の触れ合いの中で、様々な気づきを得て、
学び、そして矜持を持つことができれば、ま
さに「例会は、人生の道場」になるものだと
思います。
　当クラブもそのようなクラブであってほし
いと切に願っています。驕り高ぶることなく、
襟を正し、自分自身の矜持について、今一度、
メンバー一人一人が考えていただきたいと
思っています。
　本日は、委員会発表です。委員長の皆さん、
よろしくお願いいたします。また、本日は高
知ロイヤルＲＣから高知第Ⅰ分区の二宮ガバ
ナー補佐がお越しになっています。後ほどご
挨拶をいただきます。
◇高知第Ⅰ分区ガバナー補佐
　二宮邦江氏（高知ロイヤルＲＣ）挨拶

　歴史も古く、ガバナー
補佐もたくさん輩出され
ているこのクラブでご挨
拶をさせていただくこと、
大変恐縮です。
　この度、2025－2026年

度　国際ロータリー第2670地区　高知第Ⅰ分
区ガバナー補佐を務めます高知ロイヤルＲＣ
の二宮邦江と申します。どうぞよろしくお願
いいたします。
　職業分類は「金融」ですが、現在は不動産
賃貸業を主にしております。ロータリー歴15
年の中で、所属クラブでは会長、地区では国
際奉仕委員会に２年間たずさわるなど、かけ
がえの無い経験を積ませていただきました。
これらの経験を活かし、今期はガバナー補佐
として皆さまの活動を心を込めて支えたいと
願っております。
　今期のフランチェスコ・アレッツオ会長は
「よいことのために手を取りあおう」と、カ
ルガリーの国際大会で世界中のロータリーに
発信されました。私は少し無理をしてカナダ
に行って、国際大会に参加して生の声を聞い
てまいりました。
　そして、地区の織田英正ガバナーは「地域
に密着したロータリーを目指そう」と、地域
に寄り添う、温かいメッセージを掲げていま
す。このメッセージを胸に、皆さんと地区の
間により深く、より確かな絆を結ぶお手伝い
ができれば、これほど嬉しいことはありませ
ん。微力ではありますが、皆さまの声に耳を
傾け、各クラブがより輝き、地区全体が地域
に密着した奉仕の心で結ばれるよう、精一杯
努力いたします。
　これからの１年間、高知東ＲＣが西森会長、
野町幹事はじめ、皆さまとともに有意義なロ

ータリーライフを築けますことを心より楽し
みにしています。どうぞ、よろしくお願いい
たします。
◇国際奉仕委員会より
　短期交換学生２人が来高し、７月11日18時
30分より得月樓で歓迎パーティを開きます。
翌日は、にこ渕やバーベキューなど、観光案
内を行います。
◇会　長　報　告
　先週の年次総会での質問について、条文を
把握していなかったことから抜かりがありま
したので報告します。
　定款第７条会合　第１節例会のｄの１番、
祝日に当たる場合、またはその週に祝日が含
まれる場合という１文があります。この説明
が抜かっていました。なお、理事会にて承認
をされていることも付け加えます。
　議論の余地が残る部分でもありますので、
次年度以降も引き続き検討していただきたい
と思います。
◇幹　事　報　告

・夏見ガバナーよりの退
　任の挨拶と理事会の議
　事録をホワイトボード
　に掲載していますので
　ご確認ください。
・国際大会の案内資料が

届いています。詳細は事務局まで
・皆出席賞の図書カードをレターボックスに
入れています。

●会長／西森良文　●幹事／野町和也　●雑誌会報委員／押栗全志・森田倫光
●例会日／毎週水曜日12：30PM～1：30PM　●例会場／ザ クラウンパレス新阪急高知　（088）873－1111
●事務所／高知放送南館８階　〒780－0870　高知市本町3－3－39　　　　　　直通（088）824－8660
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◎ＳＡＡ（発表：前田　博）
　ＳＡＡ、別称・会場監
督と言われます。その任
務は、例会をはじめ各種
会合が秩序良く、また楽
しく、品位と品格を持っ
て執り行われるよう設営

・監督する責任を有します。会員相互が尊重
し合いながら、他者を慮ることができるよ
う、職務に邁進いたします。
【具体的職務内容】
①　例会の司会進行

②　例会場の開門・閉門
③　例会場への入場・退場の許可
④　遅刻・早退の承認や拒否
⑤　私語に対する警告、携帯電話の使用禁
止
⑥　例会場の秩序を乱す行為に対する警告
と退場命令
⑦　卓話の時間励行
⑧　例会場の設営…テーブルの配置、座席
の指定（親睦委員会と共に）
⑨　食事の献立
⑩　ニコニコ箱の管理と発表、募金状況の

報告
　以上、幹事・プログラム委員会・親睦委員
会と密な連携を取りながら、ＳＡＡ活動に努
めます。
◎職業奉仕委員会（発表：山村一正）

【基本方針】
　ロータリー五大奉仕の
一つである職業奉仕の目
的は、事業・専門職等の
道徳的水準や品位を考察
・理解し、社会への貢献

や奉仕活動を尊重していくという認識を会員
相互に深め、ロータリーの奉仕の理念を広く
高揚していくものと考えられる。
　会員同士が自己の職業上での技能や行動を
以て互いの研鑚や気づきの一つとできるよう
な魅力的なプロジェクトを開発することや、
それによってロータリーという組織の役割や
様々な職種について理解を深める一助となる
事を推進したい。
１．「四つのテスト」の推進
・「四つのテスト」の歌を第一例会毎に斉唱
・新入会員に「四つのテスト」の綱領を配
付

２．「職業の宣言」の推進
・新入会員に「職業の宣言」を配付
３．「職業奉仕月間（１月）」
　　　　予定日１月28日　水曜日
・職場例会を開催
　（１月最後の水曜日例会日）
・会員もしくは職業奉仕に造詣の深い講師
に卓話を依頼

※共にプログラム委員会と協力して行う
◎社会奉仕委員会（発表：藤村健治）

【基本方針】
　社会奉仕委員会は、地
域に住む人々の防災訓練
や防犯活動に支援するこ
とで、住み良い街づくり
に貢献し、チャリティー

バザーや清掃活動を行うことで、ロータリア
ンとして地域社会の創出に寄与する活動を展
開します。
【活動計画】
１．奉仕プロジェクト研究会において、ロー
タリー財団委員会等と協力し、地区補助金

の対象となる奉仕プロジェクトを推進しま
す。
２．災害に備えた活動
・９月の「防災の日」に行われる地域防災
訓練にクラブとして参加を呼びかけます。
・プログラム委員会と相談の上、専門家に
よる卓話を行うことを検討します。

３．12月に地域発展及び青少年健全育成のた
め、市内繁華街の防犯パトロールを行いま
す。
４．１月に開催される水曜会のバザーを支援
します。
５．四国八十八ヶ所について例年どおりの支
援を行います。
６．令和８年３月開催予定の「浦戸湾・七河
川一斉清掃」に参加致します。
◎青少年奉仕委員会（発表：猿田隆夫）

【基本方針】
　地域社会の未来を担う
青少年育成のため、主体
性と国際性を育む機会を
提供します。青少年の社
会参加意識を高め、思い

やりと責任感を育むことを目指し、ロータリ
ーの理念を次世代に継承していきたいと思い
ます。
１．ローターアクトクラブ
　ローターアクトクラブは、1968年に承認
された常設プログラムです。2019年からは
国際ロータリーの加盟クラブに含まれてい
ます。18歳以上の成人によって構成されま
す。
　目的は、個々の能力の開発に役立つ知識
や技能を身に付け、地域社会における物質
的、社会的なニーズに取り組み、親睦と奉
仕活動を通じて全世界の人々の間に、より
良い信頼関係を推進するための機会を提供
することにあります。
　現在、四国４県のうち、高知県のみにこ
のクラブはありません。
２．インターアクトクラブ
　インターアクトの名称は、インターナシ
ョナル（国際的）とアクション（行動）の
二つの語が複合された名称です。1962年、
国際ロータリーのプログラムになった12歳
から18歳までの青少年のための奉仕クラブ

・忘年夜間例会　　　　2025年12月17日
城西館

・観梅夜間例会　　　　2026年２月４日
得月樓

・最終夜間例会　　　　2026年６月24日
ザ クラウンパレス新阪急高知

３．野外レクリエーションを計画
４．東酔会のサポート
５．水曜会と連携し活動のお手伝い
６．新入会員の歓迎会、退会会員の送別会を
開催
７．地区大会への協力
◎ロータリー財団委員会（発表：鬼田知明）

　ロータリー財団の使命
は、ロータリアンが世界
の人々の健康状態を改善
し教育への支援を高め、
貧困を救済することを通
じて「世界理解、親善・

平和」を達成できるようにすることです。そ
のために地区補助金やグローバル補助金を提
供し、ポリオ・プラスや平和の推進といった
キャンペーンを展開していきます。
　財団支援者からの自発的な寄付によって支
えられ、そこから生まれるロータリー財団の
補助金をもって、助けを必要とする地域社会
に「変化をもたらす活動」として役立ててい
きます。
１．地区補助金概要
　2024年12月に、ユネスコ無形文化遺産に
「伝統的酒造り」が登録認定されました。
この酒造りは、日本各地の伝統的文化の一
つで、この文化を後世により良い形で残し、
より発展させることで、地域に生かされた
人々や事業が活性化、発展することと考え
ます。
　現在、高知県内にある19蔵は、全国的に
みてもその品質は高く評価されています。
しかし、まだまだ発展の余地はあると考え、
伝統的酒造りをアピールするためのツール
を作成し、今後、インバウンドを含め国内
外の様々な方が高知を訪れた際に、土佐酒
文化の良さがより認知されることにより、
原料米を作る農家から最終ユーザーまで、
土佐酒に関わる様々な方に少なからず影響
を与えることと考えます。そのため、伝統

的酒造り（文化）を継承し、より発展させ
るために、その伝達ツールとしてデジタル
サイネージ１台を高知県酒造組合へ寄贈す
る。
　贈呈後に「世界に羽ばたけ！　高知の伝
統的文化の発信」という題で高知県酒造組
合より卓話をしていただく。
２．ロータリー財団への寄付
・年次寄付に昨年度同様120ドルの寄付を
お願いいたします。本年度も会費と一緒
に、前期・後期　各60ドルを微収させて
いただきます。
・ポールハリスフェロー、マルチプルポー
ルハリスフェローなど認証を受ける会員
の増加を目指します。

３．次年度地区補助金について
　各委員会と連携し、次年度地区補助金プ
ログラムについて検討を行い、地区補助金
提案書の申請を行います。
４．ロータリー財団月間
　11月にロータリー財団について理解を深
める卓話を行います。
◎会計（発表：松野宏司）

　クラブの資金管理を適
切に行い、健全な財務状
況のクラブ運営に努めま
す。
・会費の徴収
・委員会の事業費が適正

に執行されているかをチエック
・ＲＩ、地区等補助金の管理と賦課金、分担
金の支払い
・財務状況を把握し役員会、理事会、クラブ
への定期的な報告
・クラブ予算の作成とモニタリング
・年次財務報告書の作成
・次年度への健全な財務状況での引き継ぎ

です。ロータリー思想を基にした奉仕活動
を通して、地域社会や世界に向けての視野
を広くしながら他人を思いやる人間的成長
を促すことが目的です。
　現在、2670地区にインターアクト高校が
21校あります。
　高知県のインターアクトクラブ：土佐中
高等学校（高知南）、明徳義塾高等学校（仁
淀）、土佐女子高等学校（高知ロイヤル）、
高知学芸中高等学校（高知西）の４校。
３．RYLA
　　（Rotary Youth Leadership Awards）
　青少年指導者育成セミナー「リーダーの
リーダーを育てるためのセミナー」です。
　2680地区（兵庫県）の執行ガバナー（西
宮ＲＣ）と2670地区の梶浦ガバナー（松山
ＲＣ）が大阪大学の同窓であったため相談
して開始した事業です。20歳以上の成人を
受講生として大学の教養学部の内容に匹敵
する講義を聞きます。これから、社内や組
織で期待される受講生に対し、ハイレベル
な講義、テーマを与えられて答えを見つけ
ていく内容の濃い話し合い（バズセッショ
ン）、答えを発表するフォーラム、自分ひ
とりになり考える思考の時間など、他に類
を見ないセミナーです。両地区から約50人
の受講生が集まります。当クラブからも将
来有望な人材を３名推薦いたします。
◎国際奉仕委員会（発表：市川哲司）

【基本理念】
　「書物などを読むこと
や通信を通じて、さらに
は、他国の人々を助ける
ことを目的としたクラブ
のあらゆる活動やプロジ

ェクトに協力することを通じて、他国の人々
とその文化や慣習、功績、問題に対する認識
を培うことによって国際理解､親善､平和を推
進するために会員が行う活動からなるもので
ある」と標準ロータリークラブ定款第６条に
定義されています。
【事業計画】
１．短期交換学生事業について
・７月11日から７月14日まで４泊５日で短
期交換学生（２名）の受け入れ
・７月11日に得月樓にてウエルカムパーテ

　ィを開催予定
・７月12日に短期交換学生を観光案内予定
２．長期交換事業について
・本年度、長期交換留学生の受け入れ計画
はありません。

３．書き損じはがきのユネスコ寄付活動につ
いて
・引き続き寄付活動を協力します
４．その他国際奉仕に関わる事業を企画運営
する。
◎クラブ奉仕委員会（発表：土居祐三）

　８つの委員会（出席・
親睦・雑誌会報・会員増
強退会防止・会員選考職
業分類・プログラム・広
報ＩＴ・ロータリー情報）
の日々の活動について、

私が何か言う必要はないかと思いますが、西
森会長の今年度のテーマ「高知東ロータリー
クラブのメンバーとしての矜持を持ち、他者
を慮ろう」に沿った委員会活動がなされてい
るかどうかは、見ていきたいと思っています。
そして、各委員会の一委員として、活動を推
進していきたいと考え、その中でも会員増強
に関しては、クラブ運営の根幹にかかわるこ
とでもあり、特に注力していきます。
◎親睦委員会（発表：今西　博）

【基本方針】
　今年度の親睦委員会は
会員同士がお互いの交流
を図り、また新入会員が
積極的にクラブ活動にな
じめるよう努めます。そ

のために例会をはじめとして、多くの会員が
参加できる委員会活動を行います。
【活動計画】
１．例会協力
①　例会時に会員を明るく暖かくお迎えで
きるよう心掛けます
②　来訪ロータリアンを歓迎し、場内での
案内や紹介を行います
③　例会ではＳＡＡやプログラム委員と連
携しながら、ソングリーダーを務めます

２．夜間例会（年４回の家族例会として開催）
・創立記念夜間例会　　2025年10月８日
ザ クラウンパレス新阪急高知

•二宮邦江　本日はありがとうございました。
•西森良文　各委員長の皆さま、事業計画発
表ありがとうございました。次週もよろしく
お願いします。
•岡﨑勇樹　先週土曜日に米山記念奨学生の
卓話勉強会が県民文化ホールで行われました。
奨学生に卓話してもらい、カウンセラーや学
友会（米山記念奨学生を卒業された方）にも
所感を述べてもらいました。そこで、学友の
一人からは、ここ最近では大学の補助金もか
なり減ってきている中、米山記念奨学金を受
けれたのは本当にうれしかったし、恩を感じ
ているという言葉をもらいました。そして、
いつか日本との懸け橋になるという強い言葉
で意思表示をしていました。とても感動する
話を聞けてよかったです。また、今の奨学生
に向けては、米山記念奨学金を受けている以

上は、日本語ももっと勉強すべきだという言
葉もあり、心から日本との懸け橋になろうと
いう気持ちが見えて、感じた素晴らしい卓話
勉強会でした。
•前川美智子　二宮邦江ガバナー補佐、１年
間よろしくお願いいたします。大変ですが、
楽しんでください。
•鬼田知明　委員会発表ありがとうございま
した。増田副委員長、西山委員、１年間よろ
しくお願いします。
•有田憲一　皆出席賞、ありがとうございま
す。
•島村信一　入会祝い、誕生日祝いありがと
うございました。
•松岡英雄　入会記念品お礼。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　いつもありが
とうございます。
◇遅刻　３件
◇早退　１件

■高知東ＲＣ当面の日程
７月30日㈬　ロータリー休日
８月６日㈬　定例理事会
８月13日㈬　休会（お盆休み）
８月27日㈬　時間変更例会
　　　　　　（ザ クラウンパレス新阪急高知）
　　　　　　役員会（例会前）

９月３日㈬　定例理事会
９月９日㈫～11日㈭　18：30
　情報集会（得月樓）
９月17日㈬　ガバナー補佐訪問例会
　　　　　　第３回クラブ協議会
　　　　　　（例会終了後）
９月24日㈬　役員会

● ニコニコ箱 ●

先週まで
ニコニコ（チビニコ含む）

175,750円
18,100円
193,850円

７月９日
今期の累計

● 出席率報告 ●

７月９日
６月25日

総数
－6 51
－5 53

出席
40
40

欠席
4
0

メイク
アップ HC出席率

78.43％
75.47％

出席率
91.11％
100％

1
8

お　知　ら　せ

　ガバナー事務所、ガバナーエレクト事務所、直前ガバナー事務所、委員会支援事務所は、
2025年 8 月13日㈬～2025年 8 月17日㈰まで、夏季休暇とさせていただきます。
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